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現代社会は、ICT に代表される情報通信技術の急速な進展やグローバル化という大きな流れの中あり

ます。常磐会学園大学では受け継がれてきた伝統を継承しつつ、全学をあげて教職員の協働体制をより

強化し、グローバル化時代を牽引できる人材を育成するべくイノベーションに取り組んでいます。大学

が直面する課題は多岐にわたりますが、その中心は教育・研究と人材育成、そして社会貢献と考えてい

ます。教員はもとより、学生自ら自己研鑚に励み、研究を進めていかなければなりません。教員養成を

主目的にする本学においても、学生に次世代の教育・保育を担うための能力・実践力を十分に習得させ

ることが必要になります。 

本報告書は本学の教育・研究実践のまとめとして、タイトルを「教育研究活動の現状と課題」とし、

平成 14 年の創刊以来、本年度で１7 回目を発行する運びとなりました。大学運営の自己点検・自己評価

の内容・方法として、本報告書では「教育研究活動の計画」「教員の研究分野・内容・実績」「授業評価」

「キャンパスライフの調査」「FD・SD 活動」のそれぞれ５つのジャンルからまとめています。 

「教育研究活動の計画」では、毎年教職員が一同に会して大学の教育活動・研究活動のより一層の充

実に向けて、教育研究活動についての協議会を年３回開催しています。そこでは各部署において達成目

標を定め、進捗状況を報告し合い、それぞれの達成状況や課題について意見交換を行い、各自が情報を

共有する機会を設けています。各部会や担当職員を中心とする各課においても、事業や行事について活

発な議論を重ねてまいりました。 

「教員の研究分野・内容・実績」では、専任教員の校務分掌や研究活動の具体的な取り組みを紹介し、

加えて専門領域や研究実績が詳細に示されています。また「授業評価」では、各学期毎に専任・非常勤

教員の授業に対する評価として、学生による授業アンケート結果をもとにしたデータを集計し、各研究

室前に一定期間張り出し公開しています。これにより、さらに授業改善が図られ、より良い授業が展開

されるものと期待しています。次の「キャンパスライフの調査」では、在籍している学生の学生生活全

般にわたってキャンパスライフの満足度を調査・集計し、結果を公表しています。これにより、キャン

パスの学修環境が向上し施設設備の充実が促進され、毎年学生の満足度が上がっています。 

本書をご一読いただき、ご批判を賜りますようお願いいたします。 
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「教育研究活動」の取り組み 

 

 

 この章では本学の教育研究活動、特に校務分掌における各部署の組織的な活動について報告する。 

報告するのは、学長を中心とした「大学経営」、本学専任教員からなる「教務部」「学生部」「研究部」「入試

部」「進路・実習指導部」、学長より委嘱された委員からなる「人権教育推進委員会」、学生の様々な活動を支

援するために教職員で構成された「自己点検」「学生支援」「地域貢献」「現職支援」「課題推進」「図書館運営

委員会」、事務局の「総務課」「教学課」「会計課」｢入試広報課｣の 17部署である。 

 表には、今年度の目標、その目標達成のための具体的な取り組み、そして 1年間での進捗状況、さらにそれ

に対する各部署の達成度の自己評価、最後に次年度の活動における課題がまとめられている。達成度は「A」「B」

「C」の 3 段階で自己評価しており、それぞれ「目標以上に達成できた」「目標を達成できた」「目標達成に至

らなかった」となっている。また、各部署の活動は必ずしも単年度で終了する活動とは限らず、達成度の評価

が「C」にとどまっている活動もある。なお、そのような取り組みについては、次年度以降「A、B」に到達で

きるように継続して活動することとしている。 

 また、本学では各部署の年間計画や活動の進行状況について情報を共有し、その活動の進行状況や結果等に

ついて意見を交換する機会として、「教育研究活動の計画全体報告会」を年 3 回実施している。今年度は、年

間計画を報告し合う第 1 回報告会を 6 月 26 日、進行状況の中間発表を行う第 2 回報告会を 11 月 20 日に、年

度を通じての達成状況を報告する第 3回報告会を 3月 4 日に開催した。原則として全教職員が出席し、活発な

意見交換もしながら、情報の共有と全学的な教育研究活動への意識の醸成が行われた。   
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01．大学経営 

令和元年度の目標 
学生確保に重点を置き、教育環境の進展を進め、学生に修学の喜びを身につけさせ進路保障の充実を

図る。 
具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【学生の満足度向上】 

建学の精神に基づく教育研究活動を推進し、

学生の満足度を向上させる。 

・少人数クラスの授業 

・学士力向上のための具体的な推進 

・個に応じた進路保障 

・1 クラス平均人数は、春期 26.1 人、秋期  

25.7人と、少人数クラスの実現に取り組んで

いる。 

・学士力向上のための授業の活性化を図る方

策として、研修や公開授業を推進中である。 

・個に応じた進路指導を進めている。 

Ａ 

②  

【積極的な学生募集】 

学生募集のために、教職員が一体となって

オープンキャンパス、入試相談会、高校訪問

等を、充実させる。併せて、学園組織の学生

募集体制の具体的な見直しを図る。 

・オープンキャンパスや高校訪問等の取り組

みに工夫を凝らしているが、目標の人数確保

までは届いていない。 

・秋期より学生確保のために、外部からの支

援を活かす体制作りを進めている。 

・体系的な学生募集や広報の見直しを図り、

新たな手法の構築を進めている。 

Ｂ 

③  

【質の高い授業の推進】 

 授業や学習法などを改善・工夫し、教育機

能を強化する。 

・学習評価の信頼度と妥当性の向上 

・客観的で信頼できる評価 

・学習評価のあり方や学習評定の信頼性と妥

当性について、教務部や研究部でより質の高

いものへと改善策を練っている。 

・学生にシラバスの内容を周知させるととも

に、シラバスに基づく評価の在り方の再構築

を図っている。 

Ｂ 

④  

【研究の充実】 

 教育の質の向上を目指した研究活動の充実

を図る。 

・研究体制の充実と支援 

・研究業績と担当授業科目の整合性 

・教職課程の質の保証・向上 

・教員の研究業績の質的・量的な向上を図る

ための研究論文の執筆を促している。 

・専門性を活かした研究の推進を図る。 

・教職関係科目のコアカリキュラムの策定を

進めている。 

Ｂ 

⑤  

【３ポリシーの充実】 

国際こども教育学部としての「アドミッシ

ョンポリシー」「カリキュラムポリシー」「デ

ィプロマポリシー」を明確にし実質化を図る。 

 

・３ポリシーを多面的に見直しているが、具

体的な目標を関連付けていくことで、実質化

を進めている。 

Ｂ 

次年度の課題 

大学の質の向上を図るために教育環境の整備を進め、学生の満足度を向上させ、学生確保の安定と進

路保障の充実に向けた更なる取り組みが必要である。 
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02．教務部 

令和元年度の目標 
 学生が志望する進路に向け免許・資格の取得を確実に行える履修指導への支援体制を整え、合わせて

学生の授業への満足度を高める。 
具体的な取り組み 進捗状況 評価 

① 

【履修】 

・学生が計画的に履修できるように、学生の

ニーズの把握に努め、時間割編成、履修手続

き、履修に関する指導などについて見直して

いく。 

 

・履修登録についてはトキガクポータルの利

用が定着したこともあり円滑に行われた。 

・開講クラス数や、履修可能人数については、

今年度の反省を生かし、学生の単位取得状況

などの調査を基に設定した。 

Ｂ 

② 

【基礎・専門演習】 

・基礎演習の指導内容を見直し、専門演習で

の学びにつながる基礎的な力の習得を目指

す。 

・専門演習では、全体的な卒業論文の質の向

上を目指し、執筆についての指導法を見直す

とともに、評価基準についても検討していく。 

 

・基礎演習については学生に求められる基礎

的な学力向上の一助となるよう指導内容を見

直している。また次年度に向けてさらなる改

善を検討している。 

・専門演習では卒業論文の評価項目を設定し

た。さらに論文指導について見直していく。 

Ｂ 

③ 

【学外研修】 

・海外研修を始め、学校インターンシップ、

企業インターンシップなどの学外研修の参

加者を増やし、学生が学外で多様な経験を

積むことを支援していく。 

 

・今年度の海外研修は無事に終了した。 

・次年度に向け、今年度の成果について検討

していく。 
Ａ 

④ 

【教育評価】 

・本学の学習評価の現状の分析を行い、学生

が自らの学習を分析的にとらえる基準となる

ような学習評価を研究・提案していく。 

 

・成績評価の考え方、評価方針にばらつきが

ないよう、専任・兼任教員への呼びかけを継

続的に行っている。 

・GPA の活用についても継続して検討してい

る。 

Ｂ 

次年度の課題 

履修登録やその他の学生への指導のために、情報提供のスピードを速め、よりわかりやすい提示方法

を検討する必要がある。そのためにも、トキガクポータルのさらなる活用を考えていきたい。 

 
 



  6 
 

03．学生部 

令和元年度の目標 
学生と学生の自主的活動への継続的な支援を研究室、学生相談室、カウンセラー、保健センター、教

務部、事務室との連携の中で行う。 
具体的な取り組み 進捗状況 評価 

① 

【研究室指導】 

・各年次の実情に応じた指導を進める。 

・個人面接の充実と記録を整理していく。 

・新入生アンケートを実施し、学生指導の資

料として活用する。 

・各年次の実情に応じた指導を進めた。 

・各教員が学期開始時・随時に、個人面接を

実施し、個人ファイルに記録した。 

・新入生アンケートを実施し、学生指導の資

料・入試資料として活用された。 

Ｂ 

② 

【学生生活】 

・研究室・保健センターや学生相談室と連携

し、学生支援の充実を図る。欠席が多い・配

慮がいる学生を把握し、支援する。 

・大学行事（英語スピーチコンテスト、ディ

ベート大会）を実施する。 

 

・随時、関係部署と連携をしている。配慮が

いる学生を把握し、支援している。また 7・1

月に関係教職員で学生相談連絡会を開き、要

支援の学生について情報を共有し、支援の方

針を話し合った。 

・英語スピーチコンテスト・ディベート大会

を学生スタッフが司会等をする中で実施し

た。 

Ａ 

③ 

【自治会活動】 

・体制を整備し、自治会の自主的な活動を支

援する。 

・大学祭などの行事を、学生の主体性を生か

し、さらに活性化する。 

 

・10月 19日に「トキガク祭」を開催した。

来校者は、約 1100名であった。学生の主体性

が活かされた学祭で、自治会内の学生の役割

分担・連携がなされた。 

・年間を通して、学生の指導・支援をしてき

た。 

Ａ 

④ 

【ボランティア】 

・地域ボランティア情報を提供し、積極的な

参加を呼びかける。 
・ボランティア活動に対しての各種補助金の

活用を、積極的に進める。 

 
・学生に対してボランティア情報を提供した。 
・大学外の各種補助金の利用は、希望する団

体がなかった。 

Ｂ 

次年度の課題 

配慮のいる学生への支援や休みがちな学生への支援を関係部署や研究室との連携の中で継続的に行

う。 

学生の自主的活動や行事への積極的な参加を継続的に支援する。 
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04．研究部 

令和元年度の目標 
 研究活動の活性化と、授業内容向上への取り組みを進める。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【研究紀要】 

・投稿論文数の増加を図り、研究紀要を充実

させる。 

・論文の募集をし、査読論文２編を含め 14編

の応募があった。 
Ａ 

② 

【授業研究】 

・全教員による公開研究授業を実施するとと

もに授業力向上のための研修を行い、FDに資

する。 

 

・全教員による公開授業研究を実施し、コメ

ント集を発行した。 

・秋期に、参加体験型授業力向上のための研

修を行った。 

Ａ 

③ 

【授業アンケート】 

・アンケートの実施に関して、教育の質の向

上につながる方策を検討していく。 

・調査結果を分析し、その結果を報告すると

ともに授業改善に活用していく。 

 

・春期と秋期に授業アンケートを実施し、大

学全体集計の前年度比較から継続的な向上を

確認できた。 

・各教員自身での総括・分析等が行われた。 

Ｂ 

④ 

【キャンパスライフに関するアンケート】 

・アンケート結果を学生の満足度向上につな

がるよう調査結果を分析・報告し、教育活動

の改善に活用していく。 

 

・アンケートを実施し、すみやかに学生への 

結果報告をするとともに、要望等への適切な

対応を行った。 

Ｂ 

次年度の課題 

 さらに研究活動の活性化を図り、授業内容向上への取り組みを続ける。 
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05．入試部 

令和元年度の目標 
入試広報課及び関係分掌とも連携しながら、入学志願者の増加を図る。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【入試選考】 

・AO入試実施の周知を図り、適正かつ円滑な

選考を実施する。 

・指定校推薦成績優秀者の選抜方法を策定し、

実施する。 

 
・AO入試の内容に関して、OC、HP、AOパンフ
レット等で周知し、滞りなく実施できた。 
・指定校推薦成績優秀者選抜試験として国語
能力テストを実施した。 
・「トキガク夢サポート奨学生制度」をスター
トし、AO・指定校及び公募推薦合格者向けに
も奨学生判定チャレンジ試験を実施した。 
・3月に追加入試を企画・実施する。 
 

Ａ 

②  

【ＯＣ】 

・学生ボランティアの主体的活動を促すとと

もに、高校生が興味関心を抱くイベントや体

験コーナー等を検討する。 

・地域との連携も視野に入れたイベントを検

討する。 

 
・5月から放課後 OC を 5回、土日開催の OC・
入試直前対策相談会を 5回、計 10回開催し、
個別の AO相談にも対応した。魅力あるコンテ
ンツ作りに努め、昨年度を上回る来場者数を
達成した。 
・3・4回生保育実践科目と連携して地域の親   
子が参加する「ふれあい」イベントを OC日程
で開催し、OC来場者からも好評を得た。 

Ａ 

③  

【学校訪問・高大連携】 

・教員による学校訪問は在学生・卒業生の詳

細情報を伝えることを中心に、訪問時期を見

極めながら効率的な実施を目指す。 

・学校訪問の情報を入試広報課と共有化でき

るフォルダ作成を試みる。 

・付属園との連携や高校との共同を視野に入

れながら、連携校の要望に沿える高大連携を

推進する。 

 

・学校訪問先を見直し、教員は主に在学生の

いる高校への訪問を行い効率的な実施ができ

た。 

・学校訪問の情報を入試広報課と共有できる

エクセルファイルやシステムを作成し、運用

した。 

・付属園での実習や学内見学を実施し、連携

校の要望に沿った連携ができた。 

Ｂ 

④ 

【学生募集・メディア活用】 

・保育・教育分野を目指す高校生にダイレク

トに届くメディア活用を模索する。 

・HP の充実と共に「トキガクチャンネル」の

学生による発信を図り、広く本学の周知につ

ながる配信を検討する。 

 

・HP及び LINE を活用して OCやイベント情報

の発信の機会を増やした。 

・「トキガクチャンネル」を更新し、学生の様

子やイベント情報のタイムリーな発信を行っ

た。 

Ｂ 

⑤ 

【高大接続】 

・2020年度入試改革を踏まえ、本学における

入試選考方法を策定する。 

 

・2021年度入試の選考方法について策定した。 Ｂ 

次年度の課題  

新しい入試制度の実施に向けて効果的かつ効率の良い広報を模索し、志願者増を図る。 
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06．進路・実習指導部 

令和元年度の目標 
学生のより豊かな実践的体験のための、適切な諸実習の実施を図る。 
小学校、幼稚園、福祉施設など進路が確かなものとなるように積極的な指導体制を構築していく。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

① 

【実習指導室】 

・保育実習、教育実習及び進路に関わって 

個別面談を実施する。保育実習（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

に関して保育実習授業と連携し個別又は少人

数に指導を行う。 

 

・保育実習（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）の事前・事後指導

を個別に実施した。実習指導室の指導が定着

し、成果をあげている。進路支援センターと

連携して、３回生の個別面談を実施した。 

 

Ａ 

 

② 

【教職教育研究センター】 

・小学校、幼稚園、保育所、児童養護施設等

の進路に向けて１回生から取組みを進める。 

・基礎演習Ⅰ・Ⅱで、キャリア教育を実施し、 

小学校・公立保幼採用試験対策を進める。 

・夏、春に実施している年２回の教員・公立

保幼採用等進路対策講座の充実に努める。 

 

・教員採用試験の合格者は８名と昨年度とほ

ぼ同数であった。公立保幼の合格者は 23名と

昨年度 15名を大きく上回った。 

・春期（6月）、秋期（12月）に、基礎演習Ⅰ・

Ⅱでキャリア教育を実施。先輩の話は、学生

に刺激となり、将来を展望するものとなった。 

Ａ 

 

③ 

【実習】 

・小学校教育実習に３回生の一部が加わるこ

とに、柔軟な対応が求められる。保育実習Ⅰ

68 名、保育Ⅱ33 名、保育Ⅲ43 名の円滑な実

習ができる体制確立に努める。 

・2 月 19日に実習協議会を実施する。 

 

・保育実習、教育実習は、実習先より高い評

価を得て、充実したものになっている。 

・実習協議会は、54人（50施設）の参加。昨

年より 10施設増加。本学と実習園とのつなが

りを強める有意義な会とすることができた。 

Ａ 

 

④ 

【ボランティア】 

・学校園等におけるボランティア等をいっそ

う推進する。現場での体験をより豊かにする

ため、１回生後半から参加を強く勧める。 

・短大付属常磐会幼稚園との連携強化を図る。 

 

・多くの学生がボランティア活動に参加して

いる。短大付属幼稚園の「夏祭り」及び小学

校・幼稚園・社会福祉施設等に多くの学生が

ボランティアとして活動を進めている。 

Ｂ 

⑤ 

【進路支援センター】 

・３回生の個人面談や情報共有等、教職教育

研究センターと連携して、学生一人ひとりの

想いを大切に進路指導を進める。 

・就活に対し高い意欲で臨むように、進路ガ

イダンスの時期や内容を見直す。就職フェア

ーやボランティア活動の参加を促していく。 

・教採セミナーの充実を図る。 

 

・本年度の就職内定者は、企業 19名、小学校

25名、幼稚園 6名、保育所 23名、認定こど

も園 20名、福祉施設 20名である。就職未定

者への支援を強め、就職率 100％を目指して

取組みを進める。これからも学生の希望を大

切にしながら、進路相談を進めていきたい。 

・教採セミナー講座の充実を図っていく。 

Ｂ 

次年度の課題 

進路を支えているのが、実習である。教職員全員が意思一致して取組みを進めることができた。進路

を充実させることが、学生募集の増加へとつながる。より一層、充実した実習・進路に奮闘していきた

い。 
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07．人権教育推進委員会 

令和元年度の目標 
 知識の習得だけではなく能動的な行動につながるよう効果的な人権教育に取り組む。 

具体的な取り組み 進捗状況 
評

価 

① 

【実践的な教育】 

・人権に対して能動的行動がとれる学生の育成を目指

す教育を取り入れる。 

・平野区の人権に関する取組みやイベントに学生の参

加を促し、地域との交流を図る。 

 

・学生の発言をきっかけに、差別意

識や人を傷つける言葉について大学

全体で見直すことに取り組んだ。研

究室ごとに実施した演習を通し、差

別意識や人を傷つける言葉につい

て、学生が自分のこととして捉え、

また教育・保育者の資質の観点から

捉えたことがうかがわれた。今後の

能動的な行動につながることが期待

される。 

Ｂ 

②  

【教育・研修の企画】 

・学生及び教職員を対象とした人権教育研修会を企画

し、開催する（年２回）。 

・学生に対する人権啓発教材の研究及び啓発活動を進

める。 

・人権啓発に関する効果的な広報活動を検討する。 

 

・7 月、演習教材「ことばと差別を

考える」を作成し、全学生を対象に、

基礎演習・専門演習の時間で研究室

ごとに人権教育演習を実施した。こ

の演習の感想をプリントにまとめ、

10月、研究室ごとに全学生を対象に

配布し、指導を実施した。 

・「差別とことばを考える」をテーマ

に、外部講師を招いての人権教育研

修会を学年ごとに計 3 回実施した

（1・2 回生は 11/13 水曜 2 限、3 回

生は 11/13水曜 3限、4回生は 11/26

火曜 5限）。グループワークを取り入

れた講演だったこともあり、参加者

は意欲的に参加し、自分自身の人権

意識を改めて振り返る機会となっ

た。 

Ｂ 

③  

【人権に関する職務の明確化】 

人権に関わる案件に対する、本委員会の位置づけに

ついて検証し、個別案件の解決には当たらない方向で

整理するなど、職務を明確化する。 

 

・本委員会の役割は学内における人

権教育に関する講演、研修、演習、

教材等の企画であり、個別案件への

対応は当たらない方向で議論を整理

した。 

Ｂ 

次年度の課題 

性的マイノリティへの配慮に関する研修会を実施するなど、さらなる人権意識の向上を目指して大学

全体で取り組みを進める。 

   



  11 
 

08．自己点検 

令和元年度の目標 
 教職員の組織的な協働を進め、大学の教育力を高める。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

① 

【大学評価】 

・教育研究活動の推進につながる自己点検・

評価を進める。 

・各部署で教育研究活動につながる自己点

検・評価を進めた。 
Ｂ 

②  

【FD・SD委員会】 

・教職員が協働して大学の教育力を高める。 

各教員は学生の能動的学習を促す取り組みを

行う。 

・組織的な SD研修を行う。 

・授業改善につながる FD研修を行う。 

 

・各部署で、教職員が協働した取り組みを実

施してきた。また、教員は学生の能動的学習

を促せる授業を進めた。 

・SD研修を実施した。 

・授業参観や FD研修を実施した。 

Ｂ 

次年度の課題 

 教職員の組織的な協働をさらに推進できるよう、具体的な計画を立てる。 



  12 
 

09．学生支援 

令和元年度の目標 
関連部署と連携し、支援が必要な学生に対して適切な支援を行う。 
学生支援にかかる危機管理マニュアルの作成を検討する。 
学生が自己で健康管理できるように指導する。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

① 

【学生相談室】 

・研究室担当教員、保健センター、事務局な

ど各部署と連携し、情報の共有を速やかに

行い、学生を全学的にサポートする。 

・昨年に引き続き、カウンセラーと教員の相

談室活動のあり方を検討・整備する。 

 

・7 月と１月に関係教職員で要支援・大学不

適応の学生についての連絡会を行った。 

・「そらいろ」、保健センターとは適時、利用

状況、要支援の学生の情報を共有し、学生

支援に活かした。「そらいろ」での継続的な

カウンセリングが軌道に乗ってきた。 

Ｂ 

② 

【カウンセリングケア】 

・実習・学生生活の必要に応じて、支援が必

要な学生の情報を迅速かつ適切に関係部

署で共有する。 

 

・実習ごとに、学生の配慮について関係部署

で情報を共有し、実習先の選択、必要な支

援などに生かした。 
Ｂ 

③  

【保健センター】 

・身体の健康状態だけでなく、心理的な面の

状態も早く把握できるように UPI 調査（精

神的健康度調査）の導入し、努める。 

・自己の健康状態を把握し、生活習慣を見直

す等、学生の健康について自己管理できる

よう保健指導を行う。 

・毎月の保健センター利用状況の集計の形式

を変更し、全体的傾向・個人別利用がわか

りやすいものにする。 

 

・UPI 検査を実施し、その調査結果を個別の

相談の参考資料として活用した。 

・自己の健康について振り返り、管理できる

よう、「ほけんだより」や保健センター前の

掲示物を工夫して作成した。 

・保健センターの利用状況を ACCESSを使って

集計できるようにした。さらにそのデータ

を Excel と関連付けることで、利用傾向や

個人の利用状況を把握することができた。 

・『学生支援にかかる危機管理マニュアル』を

発見者の対応（教室等）を重視したものに

変更し、改良した。さらにマニュアルを各

教室等に掲示できるようにした。 

Ａ 

次年度の課題 

引き続き関連部署と連携し、支援が必要な学生に対して適切な支援を行う。 

UPI 検査の結果を経年的にみることで、個人の相談の参考資料として活用する。 
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10．地域貢献 

令和元年度の目標 
 平野区をはじめとして、大阪市、八尾市、松原市との地域提携をより充実させ、地域における大学の

役割を果たす。 
具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【地域貢献 Project】 

平野区をはじめ、大阪市、八尾市、松原市

との地域協定の強化を図る。 
・平野区との地域貢献プロジェクトの会合を

もち、平野区との地域協定に基づく各種の取

り組みに参加する。 
・喜連村史の会と連携した授業「喜連村フィ

ールドワーク」の充実 
・「子育て支援事業」「子どもフェスタ」「健康

まつり」等に教員・学生を参加させる。 

(平野ミュージックステーション) 

・平野区学力サポート事業に学生を参加させ、

子ども共に学ぶ場とする。 
(第5回子ども(小中)英語スピーチコンテスト) 

 

・5/11「喜連村史の会」及び喜連地域の方々

と本学の学生を交えて講演会 

・7/31平野区との地域協定に基づく会議を開

き、各種取り組みについて確認した。 

・8/3子ども向けイベント開催「ふれあい」 

・7/31,8/1本学と平野区共催事業（英語教育）。 

・10/5本学にて喜連村史の会の定例会開催 

・11/4平野区みんな食堂まつり参加 

・11/15,16日産業交流フェアに参加 

・11/23 平野区 中学生・小学生英語スピー

チコンテスト 

・12/21平野ミュージックステーション 

・2/8保育所への演奏発表会 

・各イベントや学力サポート事業に、教員・

学生が参加している。 

Ｂ 

②  

【こどもセンター】 

・子どもの遊び環境を整える 

（おもちゃ作りなど） 

 

・おもちゃ作り、草花とふれあうイベントを

実施。今年も多くの来場者あり 
Ｂ 

③  

【教育センター】 

・公開講座を開講し地域住民の生涯学習に貢

献する。 

・地域住民のニーズに応える講座を開講する。 

 

・公開講座(教育センター)は多くの受講者で賑

わった。 Ｂ 

④  

メディア ・地域放送局 FM OSAKA 放送参加している 

・平野区の FM局も新設考慮中。 
Ｂ 

次年度の課題 

 学生、教員が協力して地域提携をより充実し、地域貢献を広げていきたい。 
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11．現職支援 
令和元年度の目標 

常磐会短期大学及び本学を卒業した現職はもとより、現場で勤務する教職員等の支援をする。 
現職等の方々が、「常磐会で学んでよかった」と思える充実した研修内容に努めていく。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【現職教育】 

・平野区小学校校長会等と協議し、現職の教

員がどういう研修や支援を必要としているか

を把握し、内容の検討を行う。 

・NPO「小学校教員の英語力を伸ばす会」と連

携して取組みを進める。 

 

・本学が平野区と協定を結び、7月・8月の２

回にわたって、「平野区小学校教員英語研修

会」を本学で実施した。NPO「小学校教員の英

語力を伸ばす会」に講師を依頼し研修会を進

めた。平野区長をはじめ平野区の各小学校の

教員が多数参加した。また本年度は、生野区

の教員の出席もあり研修会が他の区へと広が

りつつある。 

・昨年度に引き続き、充実した研修会を実施

することができた。 

Ａ 

②  

【幼稚園上級免許講習】 

・７月 29 日より 8 月 23 日まで、幼稚園教諭

22 人、保育士 14 人（保育士特例講習会）計

36 名及び本学の学生若干名で進める。 

・上級免許講習は、本年度で最終となる。「参

加して学びになった」と最後を飾るに相応し

い研修会にしていきたい。 

 

・７月 29 日より 8 月 23 日まで、幼稚園教諭

19 人、保育士 12 人（保育士特例講習会）計

31名及び本学の学生若干名で進めることがで

きた。本年度で最後となるが、多くの参加者

から、「学びになった」と感謝の声が届いてい

る。 

Ａ 

③  

【免許更新】 

・受講者の満足度を高めながら講習会の円滑な

運営をおこなう。 

 

・本年度は昨年度に続き、２００名規模で実

施した。応募者が募集人数を上回り、受講で

きない人が多く出た。更なる参加体制の充実

を検討していきたい。 

 

Ａ 

次年度の課題 

 平野区を基盤に、本学が現場で果たす役割がより大きくなってきている。免許更新は、本学の卒業生

に対応していくことが検討課題である。上級免許講習は、最後の研修を充実して終えることができた。 
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12．課題推進 
令和元年度の目標 

各課題の検討や推進を通して、大学の運営・経営の健全化を進める。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【将来計画】 

 将来の大学のあり方を見据えた本学に必要

な部署、組織について検討する。 

 
・本学の喫緊の課題である定員確保について、
各部署でできることについて検討してきた。 
・将来計画委員会を開催し、中期計画につい
て検討した。 

Ａ 

②  

【教養教育】 

・教養教育の充実を図るため、科目の検討を

進める。 

 

・教養教育に関わる部署が多岐にわたるため、

いくつかの部署ではプランニングが始まった

が、提案提示の段階である。 
Ｃ 

③  

【リメディアル】 

 チャレンジ講座を中心にリメディアル教育

を充実していく。 

 

 

・チャレンジ講座を順次実施中であるが、閉

講したものもあり、学生の意識づけ、動機づ

けを図る必要があり、具体的な展開ができな

かった。 

Ｃ 

④  

【学生募集】 

 定員確保につながる、学生募集のあり方を

検討、推進する。 

 

 

・コンサルタントの意見を参考に、学生募集

について、再検討しながら、進めてきた。 

・定員確保には至っていないが、昨年度の実

績を超えそうである。 

Ｂ 

次年度の課題 

 課題に対して、具体的に進めていける工夫が必要である。 
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13．総務課 

令和元年度の目標 
自習室のＰＣ更新増設 
居心地のよい施設を目指す 
調査書等の作成報告の共有化 
機器備品の対応表を整備する 

 光熱水費の見える化 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【施設・設備】 

・自習室 1はＰＣ更新増設で計 12台、自習室

2は新設でノートＰＣ8台 

・2 号館グランド側の窓にブラインド設置 

・ＬＥＤ化を進める 

・1 号館 2号館のトイレ洋式化を検討  

 

・自習室 1と自習室 2の PC更新増設工事完 

 了、毎日多くの学生が利用している。 

・2号館ブラインド設置完了、温度上昇の 

 低減効果が確認できた。 

・ＬＥＤ化は 101講義室、102講義室、 

 ホール、学食、学長室、会議室、事務室 

 ロッカー棟の廊下階段の 8か所を工事した 

Ａ 

②  

【事務処理】 

・各種調査書等は各課・各教員との協力体制

を維持し、総務課の誰でも作成報告等ができ

るよう仕組みを模索する。 

 

・協力体制を維持している。 

・例年通りの調査書以外に様々な関係機関 

 からの調査依頼があるが、適切に取捨選 

 択している。 

Ｂ 

③  

【機材整備】 

・機器・備品等が円滑に操作できるように、

現在の備え付けマニュアルに加えて、困った

時に解決できる対応表（Ｑ＆Ａ）を整備して

いく。 

・備え付けマニュアルの効果があり、使用方

法の問い合わせも少なくなっている。 

・兼任講師室のノート PC をデスクトップ PC

に変更した（以前自習室 1で使用していた PC

を流用）。 

・ノート PCは貸出機 として使用する、貸出

機は計 6台となった。 

Ｂ 

④  

【省エネ】 

・光熱水費を昨年対比で掲示等をし、教職員 

 学生の節減意識を高める。 

 

・継続中 
Ｂ 

参

考 

 

 8月 9月 10月 11月 12月 1月 
  2018年度  

8～ 1 月 使 用 量 

2019年度 

8～ 1 月 使 用 量 
前年比 

電

気 

4%↘ 
3%↗ 4%↘ 5%↘ 0% 4%↘ 

 
電気(kwh) 169,596 165,425 3%↘ 

空

調 

16%↘ 
17%↘ 47%↗ 1%↗ 59%↗ 9%↘ 

 
空調(m3) 24,937 24,711 1%↘ 

水

道 

20%↘ 
19%↘ 0% 9%↘ 11%↘ 0% 

 
水道(m3) 1,188 1,054 12%↘ 

 

次年度の課題 

204LL教室の更新 ・塔屋時計及びチャイムシステムの更新  

101、102、301～303 ブラインド更新  
1号館 2号館の男女と多目的トイレ 計 19か所の更新を検討していく 
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14．教学課 

令和元年度の目標 
教務部・学生部と連携し、総合的に学生をサポートする体制を強化する。 

学生・教職員がトキガクポータルを利用するよう、引き続き啓発する。 

具体的な取り組み 進捗状況 
評

価 

①  

【教務部との連携】 

・免許・資格・卒業等の履修状況把握や履修

登録がスムーズに行えるよう、教務部と連携

し、迅速に対応できるようにする。 

 

・引き続き各学生が目指すもののために何が必

要かと理解させるために先生方のご協力も合

わせてお願いしたい。 Ｂ 

②  

【学生対応】 

・学生対応のために学生情報を課内で共有し、

個に応じたサポートを行う。 

・支援等を要する学生の対応について、教職

員及び保健センター・学生部（学生相談室）

と情報共有し、支援体制を整える。 

・進路・実習部と連携し、学内外でのマナー

の向上を促す。 

 

 

・あらゆる事象に対して、課員それぞれが対応

できるように課内での情報共有に努めた。 

・ルール、マナーを守れない学生に対して意識

を持って学生生活を送るように教学課だけで

なく全教職員で引き続き指導していく。 

 

Ｂ 

③  

【学生部との連携】 

・学生部と連携し大学生としての自覚ある行

動ができるよう、協力を図る。 

・自治会・学生の自主的な活動や行事等の支

援を行う。 

 

・学外での喫煙マナーも注意を繰り返すうちに

向上している。 

・大学祭で学生部・総務課と連携して学生の自

主的な活動の支援を行った。 

Ａ 

④  

【トキガクポータル】 

・トキガクポータルの活用を学生・教職員に

促す。 

・情報周知時にトキガクポータルを活用する。 

・教務システム及びトクガクポータルのカスタ

マイズ内容の周知及び再検討。 

 

・学生が、トキガクポータルを見るという意識

は徐々に高まってきた。 

 Ｂ 

次年度の課題 

 次年度も引き続き①～④を行う。 
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15．会計課 

令和元年度の目標 
 大学と短大の事務統合による新体制のもと、業務の合理化を図る。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【業務見直し・合理化】 

・大学と短大の事務処理や文書を統一するこ

とにより、二重の事務負担を解消する。 

 

・決算期に作成する監査資料の様式を見直し、

法人・大学・短大で異なる様式を統一するこ

とで、資料を簡素化し、事務負担を軽減する

ことができた。 

Ａ 

②  

【業務効率化】 

・経費精算等の小口現金の取り扱いを見直し、

現金管理の負担を軽減する。 

 

 

・本年度より立替払いによる経費の精算方法

を現金から振込みに変更し、現金管理の省力

化を図ることができた。 

Ａ 

次年度の課題 

 研究活動の向上、財務基盤の確立を目指し、科学研究費助成事業などの外部資金獲得を推進するため、

学内説明会等を通じ、競争的資金の情報提供を積極的に行う。 
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16．図書館運営委員会  

令和元年度の目標 
特色ある図書館を目指す。 

利用者サービスの充実を図る。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【特色ある図書館】 

・絵本・児童書他こども教育関連図書の充実・

整備を図り、特色ある図書館を目指す。 

 

 

 

・絵本・児童書・こども教育関連図書を意識

して収集している。 

 
Ｂ 

②  

【主催行事】 

・図書館主催の行事（絵本の読み聞かせ会・

選書ツアー）を開催する。 

 

 

 

 

・教員選書会を 7/1から 7/12 まで紀伊國屋天

王寺ミオ店で実施した。12月にも実施予定。 

・学生選書ツアーを 8/21（旭屋なんば CITY

店 9名参加）・9/18（紀伊國屋天王寺ミオ店 3

名参加）に実施した。 

・絵本読み聞かせ会を 11/27に実施予定。 

Ｂ 

③  

【利用サービス】 

・利用者サービスを充実させる。 

・HPの内容を充実させる。 

・卒業生の利用（貸出）の促進を図る。 

 

 

 

・教職員向けに、月 1 回図書館だよりを発行

し、新着のお知らせを開始した。学生には、

トキガクポータルのお知らせに新着図書（資

格・教採・就職本等を画像）や、雑誌譲渡や、

図書館主催の行事等を周知している。 

・卒業生貸出利用の促進ポスターを卒業間近

に告知した効果で卒業生の登録が増加してい

る。 

Ａ 

次年度の課題 

特色ある図書館として重点的に絵本の集書に努めてきたため、絵本は充足してきている。しかし、人

気のある絵本は、実習前になると順番待ちの状態になる。利用者ニーズに応えられる様、複数冊集書に

努めることが次年度の課題である。 

絵本読み聞かせ会の開催時間が夕刻のため、参加園児が少ない。図書館イベントの見直しが課題であ

る。店舗にての教職員選書会は好評のため次年度も複数回実施したい。 

次年度より、図書館蔵書管理システムのバージョンアップに伴い、OPAC（蔵書検索）が学外からも検

索できるようになる。また、新 OPACにはお知らせ機能や新着資料案内の自動表示やブックリスト機能等

がある。学内・卒業生・教職員への周知に努める。 

 



  20 
 

17．入試広報課 

令和元年度の目標 
入試部および関係分掌と連携しながら、入学志願者の増加を図る。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【入試選考】 

・2021 年度入学者選抜（予告）に向け、入試

部と連携し内容策定を公開。 

・入試の事務処理や業務内容などの改良を検

討していく。 

 

※2019年 10月より外部コンサルタントの協力。 

・2020 年度入試の一般Ａ・センターＡで「トク

ガク夢サポート特待生制度（仮称）」の導入し志

願者増をめざす。 

・2021年度入学者選抜（予告）は 9/30付で Web

サイトに公開。入試概要はコンサルタントの意

見を基に入試部と共同で進める。 

・入試の事務処理や業務内容は（簡略化を含む）

改良を引き続き実行・模索中。 

Ｃ 

②  

【ＯＣ】 

・本学広告のアクセス者へＤＭ。 

・入試部・戦略プロジェクトと連携し、ＯＣ

参加者への次回案内や入試日程などＤＭ。 

・戦略プロジェクトと連携しＳＮＳやインタ

ーネットディスプレイ広告を活用した情報発

信。 

・大阪南部の駅広告や外周フェンスへの案内

ポスター作成。 

 

・告知 DM は本学にアクセスのあった者への
DM や OC 参加者への次回案内 DM（総務課の協
力）を実施。 
・ホームページ上では都度更新し、インター
ネットディスプレイ広告（総務課の協力）を
実施。※現在は入試告知に切替え。 
・大阪南部の駅広告や外周フェンスへの案内
ポスター作成。 
・10/23(水)放課後 OCを追加開催。 

Ｂ 

③  

【学校訪問・進路ガイダンス】 

・基本、大学・短大で両教員が訪問される学

校以外を訪問。大学 or 短大のみ教員が訪問さ

れる所は回数を勘案し、訪問。 

・受験やＯＣ参加実績のある学校ガイダンス

を重点的に参加。 

・一般会場型ガイダンスは、本学ブースに着

席実績から参加を再検討。 

 

・当初は大学・短大で両教員が訪問される学
校以外を訪問。7月からは大学 OC参加者の出
身校へもお礼・受験促進訪問。 
・ガイダンスは大阪府の高校を中心に参加。
奈良県・和歌山県は業者より案内があった所
は極力参加。 
・一般会場型ガイダンスは、前年度実績を再
検討し、参加会場を減らす。 
・新ツール「内定者速報リーフレット」の作
成。（12月初旬完成予定） 

Ｂ 

④  

【（学生の活動を中心とした）広報活動）】 

※関係分掌や教員とも相談しながら、 

・ホームページ「トキガクチャンネル」の新

規授業や取組みを更新。 

・高校生や保護者が興味を持ちそうな内容「教

員・保育士採用試験の対策や課外活動」など

学生の声や活動をホームページ等であげてい

く。 

 

・ホームページ「トキガクチャンネル」を更
新。また後期ももう一つ新規授業（または取
組み）を更新予定。 
・公立合格者（現 4回生）の声を更新（12月）。 
・その他、学生の声や活動等はまだまだホー
ムページ等で発信できていない。この件につ
いては、資料や原稿（写真）など、全教職員
にも協力を依頼し作成していく。 

Ｃ 

次年度の課題 

入試日程の設定、学校訪問の方法、ＯＣ学生スタッフの運用改革、広報活動（主に広告）の見直し等 
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Ⅱ 教員の研究分野・内容・実績 
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「教員の研究分野・内容・実績」について 

 

 

 この章では本学の全専任教員の研究分野、研究内容を紹介し、本年度の教育研究活動の実績を教員ごとに表

にまとめている。 

 

本学 HPにおいても、本学の情報公開の形に合わせ、全専任教員の学位を記載している。 

 

また、教育活動については、授業担当教科に合わせて、その他の活動として本学の教育センターの公開講座

などについても記載している。なお、記載した授業担当教科以外にも、1 回生・2 回生のいずれかの担当とな

り、基礎学力の向上や論文執筆の基礎、キャリア教育などを行う「基礎演習 I」「基礎演習Ⅱ」という授業も行

っている。更に 3回生、4回生の担当となり卒業論文執筆の指導に当たる「専門演習 I」「専門演習Ⅱ」の担当

もしている。 

 

研究活動については、専攻分野、所属学会、研究課題と研究キーワード等を記載し、その教員の研究分野が

分かるようになっている。また、本年度の研究業績については、本年度に行ったものから代表的な研究活動の

みを記載している。更に、教育活動と研究活動以外に社会に貢献するような活動を行っている教員はそれも記

載している。 
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職名 教授 氏名 Ａｌｅｘ．Ｍ．林 学位 修士（文化学） 

校務分掌 研究部(授業研究)、学生支援(海外研修)、入試問題作成委員、地域貢献 

教育活動 

担当授業科目 
英語Ⅲ、英語Ⅳ、リスニング・フォー・コミュニケーション、英語学演習、欧米の子ども文化 

幼児英語 A、幼児英語教材研究、幼児英語実践論、中学英語 

その他の活動 

地域密着型情報発信 FM放送 DJパーソナリティ 

平野区学力サポート事業（小学生のための英語スピーチコンテスト）監修 

大阪市英語授業サポート、全日本大学生英語スピーチコンテスト審査委員 

研究活動 

専攻分野 

日米文化比較（言語・文化） 

バイリンガル教育 

プレゼンテーション（言語） 

 

所属学会 大学英語教育学会、国際ビジネスコミュニケーション学会、日本英語授業研究学会 

研究課題 英語プレゼンテーション、英語ティーチング・メソッド、英語教材 

研究キーワード プレゼンテーション、バイリンガリズム、キッズイングリッシュ、クロスカルチャー 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

Let’s Cross Culture!  (第 6版改訂)  単 令和元年 8月 朝日カルチャー出版 

中学英語リスニングテスト 単 令和元年 10月 全日本模試  

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

第 48回 All West Japan 西日本大学英語弁論大会 共 令和元年 6月 立命館大学 OIC キャンパス 

第 68回 チャーチルトロフィー 

西日本高校英語弁論大会 

共 令和元年 10月 関西学院大学 

第 54回 天野杯 全日本大学生英語弁論大会 共 令和元年 10月 獨協大学 草加キャンパス 

第 43回 福沢諭吉杯争奪英語弁論大会 共 令和元年 10月 慶応義塾大学三田キャンパス 

第 69回 高崎市長杯英語弁論大会 共 令和元年 11月 高崎経済大学 

第 5回 平野区子供英語スピーチコンテスト 共 令和元年 11月 大阪市平野区役所 

第 53回 新渡戸稲造 Cup大学英語弁論大会 共 令和元年 11月 東京女子大学 善福寺キャンパス 

第 17回 津田梅子杯争奪学生英語弁論大会 共 令和元年 12月 津田塾大学 小平キャンパス 

社会貢献活動等 

活動内容等 

・全日本社会人・大学生英語弁論大会審査委員・全日本高校生英語弁論大会審査委員 

・大阪市平野区子ども英語スピーチコンテスト監修・審査委員 

・FM OSAKA 地域密着型 FM放送 DJパーソナリティ・ 

・大学英語教育学会(元社員) 
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職名 専任講師 氏名 井上 敏孝 (イノウエ トシタカ) 学位  博士 (学校教育学) 

校務分掌 入試部 実習指導室 学生相談室 教養教育検討委員会 高大接続検討委員会 1年次指導 

教育活動 

担当授業科目 くらしと社会 社会 社会科教育法 日本国憲法 教育の方法・技術 介護等体験実習  

その他の活動 兵庫教育大学 非常勤講師 

研究活動 

専攻分野 日本史・アジア史・教科教育学関連  

所属学会 
台湾史研究会・社会系教科教育学会・日本社会科教育学会・日本家政学会・日本技術史教育学会・日

本インターンシップ学会・史訪会 等 

研究課題 歴史学の視点を組み込んだ社会科教材開発及び授業構想力の育成 

研究キーワード 台湾史 社会科教育 教科教育学 人材育成 土木史  

論文等  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

「アジアの港」と「短歌づくり」を用いた社会科・

地理歴史科授業開発に関する一考察 

単 2019年 5月 『東洋史訪』第 26号、pp.51—65 

大日本航空株式会社による南洋定期航空路に関

する一考察 

単 2020年 3月 『研究紀要』常磐会学園大学、第 20号 

(資料)保育士及び幼稚園教員養成サポート校に

おけるインターンシップ経験の効果と課題 

単 2020年 3月 

(予定) 

『インターンシップ研究年報』第 22号、

pp.1-6 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

上海港改良会議と港湾状況の変化について   単 2019年 7月 史訪会 第 26回学術討論会 

戦前期の「職業体験実習(インターン)」に関する

一考察   

単 2019年 9月 日本インターンシップ学会第 20回大会 

近畿大学  

「アジアの港」・「短歌づくり」の視点と、アクテ

ィブラーニングの手法を取り入れた授業開発に

関する一考察 

単 2019年 9月 日本社会科教育学会第 69回全国研究大

会 新潟大学 

教員養成課程の授業における「ていねいさ」を意

識した授業構想力の育成  

単 2019年 10月 日本家政学会令和元年度関西支部研究

発表会 神戸女子大学 

教員養成課程における「日本国憲法」の授業開発

に関する一考察 

単 2020年 2月 社会系教科教育学会 第 31回研究発表

大会 岡山理科大学 

大日本帝国下における石炭積み込み施設の体系 単 2020年 3月 

(予定) 

日本技術史教育学会関西支部 2019年度

研究発表講演会 

社会貢献活動等 

活動内容等 

史訪会 副会長兼編集委員長 

日本技術史教育学会関西支部 幹事(総務) 

近鉄文化サロン 講師 

2019年機械設計と技術史国際会議 大会委員 

日本家政学会関西支部 若手顕彰制度 審査員 

アジア探訪研究所 研究所員 
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職名 准教授 氏名 植原 和彦（ウエハラ カズヒコ） 学位 学士（経済学） 

校務分掌 教務部 図書館運営委員会 

教育活動 

担当授業科目 
「学校経営と学校図書館」「学習指導と学校図書館」「学校図書館のメディアの構成」「教育原理」 

「生涯学習論」 

その他の活動 岸和田市教育委員会教育委員   岸和田市緑化協会監事 

研究活動 

専攻分野 生涯学習論・学校図書館 就学前教育  

所属学会 学校図書館学会 関西教育学会 

研究課題 幼稚園、小学校、中学校の連続性について、学校図書館の活用とアクティブラーニング 

研究キーワード 学校図書館  主体的な学び  適応指導教室  幼児教育振興アクションプラン 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

保育士試験の要点 共 平成 31年４月 大阪教育図書 

保育問題検討委員会 

教員採用試験・公務員一般教養 SPI、専門教養 

過去問題 

単 令和２年３月 大阪教育図書 

「幼稚園・幼保連携型認定こども園 教員採用試

験 200選」（改訂） 

共 

 

平成 31年 4月 大阪教育図書 

保育問題検討委員会 

「保育士資格・採用試験問題 200選」 共 平成 31年度 4

月 

大阪教育図書 保育問題検討委員会 

幼稚園・幼保認定型こども園教員採用試験問題

200選」 

共 

 

平成 31年４月 

平成 31年４月 

大阪教育図書 幼稚園採用試験検討委

員会 

福祉小六法 共 平成 31年４月 みらい社 

役立つ保育・教育用語集 共 平成 31年４月 大阪教育図書 

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

 

社会貢献活動等 

活動内容等 

岸和田市公園緑化協会監事 岸和田市競輪場周辺まちづくり協議会委員 

大阪健康ほいく専門学校 非常勤講師 大阪芸術大学認定教員 

すこやか認定こども園第三者委員会委員 

岸和田市教育委員会教育委員  
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職名 専任講師 氏名 大隅 敏明（オオスミ トシアキ） 学位 修士（情報学） 

校務分掌 入試部 ＩＣＴ委員会 リメディアル委員会 

教育活動 

担当授業科目 

情報基礎演習Ⅰ 情報基礎演習Ⅱ 総合演習教職Ⅰ 

プレゼンテーション演習 ウェブデザイン演習 

 

その他の活動 

常磐会学園教育センター公開講座（講師） 

教員免許更新講習（選択講座） 

 

研究活動 

専攻分野 情報教育  

所属学会 情報文化学会、教育システム情報学会 

研究課題 学校教育におけるプログラミング教育の在り方の考察 

研究キーワード 教育のデザイン、科目デザイン、大学教育、支援システム 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

・常磐会学園教育センター公開講座講師「楽しいパソコン入門」 

・常磐会学園幼稚園教諭免許状更新講習 講師「マルチメディアと保育」 
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職名 教授 氏名 大森 彰（オオモリ アキラ） 学位 社会学士 

校務分掌 
運営部会、進路・実習指導部長、実習指導室長、進路支援センター運営委員会副センター長、 

 

教育活動 

担当授業科目 

総合演習教職Ⅱ、教育実習事前事後指導、幼児理解、教育課程総論 A、カウンセリング実務論、     

多文化共生概論 

 

その他の活動 

 

 

 

研究活動 

専攻分野 教師教育学  

所属学会 日本教師教育学会、日本教育社会学会、日本交流分析協会 

研究課題 人権教育を基板に据えた授業研究・集団づくり 

研究キーワード 生徒指導、授業研究、コミュニケーション力、人権 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

 単   

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

地域で育つ子どもたち～教育コミュニティを通し

て～ 

 2020 年 5 月 11

日 

喜連村史の会総会 

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

令和元年  社会福祉法人「風媒花」評議員（平成２５年より年間を通して） 

令和元年   7月 平野区喜連幼稚園地域連携活動 

令和元年  10月 平野区喜連史の会連携活動 
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職名 准教授 氏名 岡（宮薗）美佳（オカ(ミヤゾノ）ミカ） 学位 博士（文学） 

校務分掌 研究部・図書館運営委員会・教養教育検討委員会・リメディアル教育検討委員会・１年次指導 

教育活動 

担当授業科目 

国語科教育法（書写を含む）、小学国語（書写を含む）、コミュニケーション基礎、言語表現法、読書と

豊かな人間性、基礎演習Ⅰ、専門演習Ⅰ・Ⅱ、保育実践演習Ⅱ（分担） 

 

その他の活動 教員免許更新講習（選択講座・言語表現）・絵本読み聞かせコンテスト審査員 

研究活動 

専攻分野 日本近代文学・国語教育  

所属学会 
日本近代文学会、日本近代文学会関西支部、日本文芸学会、阪神近代文学会、日本キリスト教文学会、

日本キリスト教文学会関西支部、日本国語教育学会、日本保育者養成教育学会 

研究課題 近代文学における教師像、近代文学におけるキリスト教の表象 

研究キーワード 近代文学、夏目漱石、文化表象 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

小説が断念される「場」─夏目漱石「一夜」─ 単 2020年 3月刊行

予定 

『研究紀要』第 20号（常磐会学園大学） 

「保育実践演習Ⅱ」における保育観形成に向けた

学生支援─「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」（10の姿）を視点として─ 

共 2020年 3月刊行

予定 

『研究紀要』第 20号（常磐会学園大学） 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

ドキュメンテーションのコメント表現と保育者の

資質向上─学生の保育観形成に関する考察─ 

共 2020年 3月予定 第４回 日本保育者養成教育学会 

（於 福山市立大学） 

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 
阪神近代文学会会長、日本キリスト教文学会関西支部運営委員、日本文芸学会常任理事、 

平成 31年度大阪市就学前教育カリキュラムパイロット園所講師 
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職名 専任講師 氏名 笠川 武史（カサガワ タケシ） 学位  修士（芸術学） 

校務分掌 
学生部(学生相談室)、入試部(高大接続検討委員会)、 

教務部(免許更新講習運営委員会)、研究部(乳幼児教育研究会) 

教育活動 

担当授業科目 

図画工作科教育法、総合演習教職Ⅱ、教育実習事前・事後指導、保育表現指導(総合表現演習ⅡA)、 

絵本の指導、保育内容(表現Ⅱ)、交流教育の指導、教職実践演習 

免許更新講習(造形表現①) 

その他の活動 泉南市小学校教育研究会図工部 研究授業講師 

研究活動 

専攻分野 芸術学(日本画) 図画工作,造形表現  

所属学会 

社団法人 日展(第 1科日本画 会友)、新日春展 会友、京都日本画家協会会員、 

日本画研究団体「東丘社」会員 

全国大学造形美術教育教員養成協議会、全国保育士養成協議会、日本保育者養成教育学会 

研究課題 日本画、保育・教職の現場で活用できる造形表現力と指導力の向上 

研究キーワード 日本画、岩絵の具、技法、表現、感性 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

なし    

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

保育表現指導における「卒業制作発表」の 

実践報告 

 共 令和 2年 3月 研究紀要 第 20号 常磐会学園大学 

「総合表現演習Ⅱ」科目における実践報告 

～まとめ～ 

 共 令和 2年 3月 研究紀要 第 20号 常磐会学園大学 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

第 3回新日春展に出品(新日春賞受賞) 単 平成 31年 4月 新日春会 

第 59回東丘展に出品 単 令和元年 5月 京都府立文化芸術会館 

第 65回全関西美術展(日本画)に招待出品 単 令和元年 7月 大阪市立美術館 

改組 新 第 6回日展(第 1科 日本画)に出品 単 令和元年 10月 社団法人 日展 

個展「笠川武史日本画展-白・構成-」 単 令和 2年 2月 ギャラリー猫亀屋 

保育表現指導における「卒業制作発表」の 

実践報告(1) 

共 令和 2年 3月 日本保育者養成教育学会第 4回研究大会 

「総合表現演習Ⅱ」科目における実践報告 

～まとめ～ 

共 令和 2年 3月 日本保育者養成教育学会第 4回研究大会 

社会貢献活動等 

活動内容等 
・泉佐野市民展 日本画の部  審査員  ・岸和田市スポーツ推進委員 

・平成 31年度大阪市就学前教育パイロット園所講師 
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職名 教授 氏名 加藤 達雄（カトウ タツオ） 学位 修士（教育学） 

校務分掌 
学生部、将来構想検討委員会、大学評価委員会、ＦＤ委員会、学生相談室、地域貢献プロジェクト、保

健センター運営委員会、ハラスメント防止対策委員会、高大接続検討委員会 

教育活動 

担当授業科目 
体育科教育法、保育内容（健康）、ウェルネスの科学、保育表現指導、総合演習教職Ⅰ 

 

その他の活動 
教育センター：キッズ運動教室、シニア運動教室 

教員免許更新講習：選択領域講座 身体表現 

研究活動 

専攻分野 健康・スポーツ科学  

所属学会 
日本体育学会、日本体力医学会、日本バイオメカニクス学会、日本ウォーキング学会、保育者養成教育

学会、日本トレーニング学会 

研究課題 運動あそびの習熟、幼児・児童・青年の体力・健康観、性教育 

研究キーワード 運動学、バイオメカニクス、健康 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

 なし    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

「総合表現演習Ⅱ」科目における実践報告 共 令和 2年 3月 常磐会学園大学紀要 20号 

保育表現指導における「卒業制作発表」の実践報

告 

共 令和 2年 3月 常磐会学園大学紀要 20号 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

「総合表現演習Ⅱ」科目における実践報告～まと

め～ 

共 令和 2年 3月 保育者養成教育学会第 4回研究大会 

保育表現指導における「卒業制作発表」の実践報

告(1) 

共 令和 2年 3月 保育者養成教育学会第 4回研究大会 

保育表現指導における「卒業制作発表」の実践報

告(2) 

共 令和 2年 3月 保育者養成教育学会第 4回研究大会 

社会貢献活動等 

活動内容等 

・常磐会学園教育センター公開講座講師 

・大阪市平野区健康まつり実行委員会委員・監事 

・香芝市まちづくり提案活動支援事業審査委員・副会長 

・香芝市子ども・子育て会議委員・会長 

・大阪市就学前教育パイロット園所講師 

・平野区コミュニティ育成事業の選定会議委員・会長 
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職名 専任講師 氏名 坂口 静子(サカグチ シズコ) 学位 学士 (教育学) 

校務分掌 
教務部  実習指導室   常磐会学園大学だより  進路支援センター運営委員  

免許更新講習運営委員会  常磐会学園乳幼児研究部会    

教育活動 

担当授業科目 
幼児教育課程論、保育方法論、上級免許状取得科目(幼児教育課程論)、免許更新講習科目、保育実習指

導Ⅱ、保育実習Ⅱ、保育実践演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、教育実習、幼稚園教育実習事前事後指導 

その他の活動 
実習指導室業務  教育保育実習の手引き・実習日誌作成業務  こどもセンター運営委員   

乳幼児教育研究会運営委員  進路実習指導部委員  ハラスメント防止対策相談員 

研究活動 

専攻分野 子ども学（子ども環境学）  

所属学会 日本心理学会  日本保育学会  日本保育者養成教育学会 

研究課題 認定子ども園が本格化する現状の中、よりよい保育者としての質とはどうあるべきかを研究する。 

研究キーワード 保幼小連携  地域連携  預かり保育  子育て支援 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

論文  

学生の子育て支援「遊びの広場」の役割理解 

～学生における子育て支援力の気づき～ 
共 2020年 3月 常磐会学園大学研究紀要第 20号 

「保育実践演習Ⅱ」における保育観形成に向けた学生支援  

～「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」(10 の姿を視点として)～ 
共 2020年 3月 常磐会学園大学研究紀要第 20号 

保育実習に「エピソード記述」を活かす 共 2020年 3月 常磐会学園大学研究紀要第 20号 

発表等    

保育実習に「エピソード記述」を活かす Ⅰ 共 2019年 5月 5日 日本保育学会第 72回研究大会 

ドキュメンテーションのコメント表現と保育者の資質向上 

～学生の保育観形成に関する考察～ 
共 2020年 3月 1日 

日本保育者養成教育学会第 4回研究

大会 

  

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

・平成 31年度大阪市就学前教育 パイロット園所講師 

・岸和田市社会福祉協議会 子育てサロン指導 

・大阪市平野区喜連史の会連携委員 

・大阪市平野区喜連幼稚園地域連携委員 
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職名 教授 氏名 佐谷 力（サタニ ツトム） 学位 経済学士 

校務分掌 
運営部会  研究部長  ＦＤ委員会  学生相談室  大学評価委員会  将来構想検討委員会            

海外研修  

教育活動 

担当授業科目 私たちと人権  学校教育相談  生徒・進路指導論  チャレンジ講座 

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 教育学  

所属学会 日本学校教育相談学会 

研究課題 カウンセリングの考え方を生かした教育実践 

研究キーワード カウンセリング 信頼関係づくり 教育相談 生徒指導 人権  

著書   

書名 単/共 発行年月 発行所 

 子供とのかかわりに生かすカウンセリングテキ

スト（改訂 12版） 

 単 2019.9 ほんの森出版 

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

 

＜講演会・研修会講師＞ 

2019.4～2020.3 

・大阪府教員 10年経験者研修 大阪府教員小学校・中学校・高等学校・支援学校初任者研修 

大阪府教員高等学校インターミディエイト研修 大阪府立学校実習教員研修 

・市町村教員研修（堺市教育相談、東大阪市初任者、寝屋川市４年目・10年目、豊中市初任者、    

八尾市初任者・５年目、守口市小中教員、橿原市教研） 

・校内教員 PTA研修（金蘭会高、旭高、阿武野高校区、成美高、成蹊女子高、高石高南中校区、    

枚方招提小、南山田小、ほうその保育所） 

・その他（大阪府私立幼稚園連盟、兵庫県専修各種学校連合会、北九州子育て講演会、 

高槻市市民講演会、高石市他２市１町生徒指導、岸和田市教職員組合女性部） 
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職名 教授 氏名 荘司 泰弘（ショウジ ヤスヒロ） 学位 博士（教育学） 

校務分掌 
こどもセンター運営委員会、地域貢献プロジェクト、１年次指導、図書館運営委員会、乳幼児教育研究

会、進路・実習指導部 

教育活動 

担当授業科目 
保育内容総論、保育内容（環境）、保育内容（人間関係）、保育実習Ⅰ、保育実習指導Ⅰ、絵本の指導 

 

その他の活動 
日本ペスタロッチー・フレーベル学会理事、日本自然保育学会理事、日本保育学会・日本乳幼児教育学

会論文査読委員、教員免許更新講習：必修領域講座 国の教育政策、上級免許 : 保育内容（環境） 

研究活動 

専攻分野 幼児教育  

所属学会 日本ペスタロッチー・フレーベル学会、日本自然保育学会、日本乳幼児教育学学会 

研究課題 フレーベルの教育遊具 

研究キーワード フレーベル、教育遊具、こども園、自然保育 

著書 フレーベル教育遊具の研究 

書名 単/共 発行年月 発行所 

     

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

合自然性をガイドラインとする保育者養成 

  保育内容環境を通して 

単 令和 2年 3月 常磐会学園大学紀要 20号 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

 

・教員免許状更新講習講師 

・上級免許状取得プログラム講師 

・データベース・フリードリッヒ・フレーベル記録編纂者 
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職名 専任講師 氏名 中村 哲也 （ナカムラ テツヤ） 学位  教職修士 （教育学） 

校務分掌 教務部  高大接続検討委員会 教職教育研究  カウンセリングケア 

教育活動 

担当授業科目 子ども学 生活 教育史 教職入門 生活科教育 

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 教育学 教育方法学  

所属学会 

日本生活科・総合的学習教育学会 日本教育方法学会 日本教育心理学会 

日本学校心理士会 日本教育カウンセリング学会 日本ピア・サポート学会 日本行動分析学会 

日本協同教育学会 

研究課題 小集団を活用した協同的な学習活動及び体験的な活動による学びについて 

研究キーワード 
生活科 協同学習 アクティブラーニング 教育カウンセリング 構成的グループエンカウンター 

アドラー心理学  グループワーク プロジェクト学習 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

「総合的な学習の時間」における 

デューイの教育理論に関する考察 

単 2020/3 研究紀要 第 19号 常磐会学園大学 

生活科で活かすことのできる「幼児期の

具体的な姿や学び」について 

単 2020/3 研究紀要 第 19号 常磐会学園大学 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」を踏まえた生活科での指導の工夫 

単 2020/3 学芸 第 65号 和歌山大学学芸学会 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

・平野みんな食堂パイオニア スーパーバイザー 

・岸和田市小学校教育研究会生活総合部会アドバイザー 

《講演・研修会講師》 

・岸和田市主催研究会 「幼小接続と生活科スタートカリキュラム」講師 

 ・岸和田市立天神山小学校・幼稚園 幼小連携合同研修会 講師 

・岸和田市立天神山小学校・幼稚園 幼小連携交流会 講師 

・平野みんな食堂祭り コメンテーター 

・平野みんな食堂 井戸端会議  

・みんな食堂ネット―ワークシンポジウム コーディネーター 

・東住吉・平野地域活性プロジェクト 第 15回産業交流フェアー 展示発表及びブース発表 
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職名 専任講師 氏名 昇 慶一（ノボリ ケイイチ） 学位  学士 （法律学） 

校務分掌 入試部  実習指導室  人権教育推進委員会  リメディアル教育検討委員会 

教育活動 

担当授業科目 

相談援助  子どもの生活と権利  介護概論  介護体験実習  総合演習教職Ⅰ 

ボランティア実習  ボランティア演習  保育実習指導Ⅲ  保育実習Ⅲ  チャレンジ講座ⅠＢ 

その他の活動 

保育実習（施設）の実習施設調整担当 

公立幼稚園教諭・保育士採用試験対策サークル（「たまごサークル」）顧問 

 

研究活動 

専攻分野 社会法学（児童福祉分野）   

所属学会 日本子ども虐待防止学会  児童福祉法研究会  児童養護研究会 

研究課題 児童福祉現場における子どもの権利保障 

研究キーワード 子どもの権利  児童虐待  社会的養護  司法福祉 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

児童福祉審議会の現状と課題について 単 令和 2年 3月 常磐会学園大学研究紀要第 20号 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

 

社会福祉法人千里聖愛保育センター 理事 

社会福祉法人和泉乳児院 苦情解決第三者委員 

社会福祉法人永寿福祉会 苦情解決第三者委員 

社会福祉法人泉大津市社会福祉協議会 苦情解決第三者委員（令和元年 12月～） 

茨城県北ブロック保育協議会 民間施設長部会 研修会講師（令和 2年 1月 24日） 

立命館大学人間科学研究所 フォスタリングソーシャルワーク専門職講座講師（令和 2年 2月 1日） 
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職名 教授 氏名 ビル・ロッケンバッハ 学位 修士（数学） 

校務分掌 学生部  海外研修 

教育活動 

担当授業科目 

英語Ⅰ・Ⅱ     実用英語    英語学概論    英米文学講読 

アクティヴコミュニケーション   リーデイング・フォー・コミュニケーション 

英語実践論  インテグレイティド・コミュニケーション・スキルズ 

幼児英語教材研究総合  総合英語ⅡB(←帝塚山学院大学) 

上級英語 A（実践英語コミュニケーションⅢA）(←帝塚山学院大学) 

その他の活動 

 

教科書・受験用の教材の校正と作成 

常磐会学園教育センター公開講座（講師） 

 

研究活動 

専攻分野 英語教育  

所属学会 全国語学教育学会（JALT）  Computer Society (affiliate of IEEE) 

研究課題 英語（発音・語彙・文法）教育で利用できるソフトの研究と開発 

研究キーワード 英語教育 発音 語彙 文法 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

 共   

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

・常磐会学園教育センター公開講座 講師（「英字新聞を読もう」）   

・常磐会学園幼稚園教諭免許状更新講習 講師（発音と表現） 

・平野区小学校教員英語研修会  講師（冠詞と数（単・複）のニュアンス） 

 



38 
 

職名 教授 氏名 丸井 理恵（マルイ リエ） 学位 修士（教育学） 

校務分掌 入試部 

教育活動 

担当授業科目 
音楽表現（器楽合奏）、音楽科教育法、音楽演習ⅠA・ⅠB、ⅡA・ⅡB、ⅢA・ⅢB、ⅣA・ⅣB 

保育表現指導、総合演習教職Ⅰ・Ⅱ 免許更新講習、 

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 音楽（器楽）  

所属学会 全国大学音楽教育学会、日本保育者養成教育学会、日本保育学会、JPTA（日本ピアノ教育連盟） 

研究課題 保育・教職の現場で活用できるピアノテクニックの指導法と教材開発 

研究キーワード 
音楽表現、ピアノテクニック、タッチタイピング奏法、伴奏法、ML（ミュージック・ラボラトリ）シス

テム 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

音楽科目における学生の能動的な学び 

～合同発表会を通して～ 

共 令和 2年 3月 常磐会学園大学研究紀要 第 19号 

保育表現指導における「卒業制作発表」の 

実践報告 

「総合表現演習Ⅱ」科目における実践報告 

 共 

 

 共 

令和 2年 3月 

 

令和 2年 3月 

常磐会学園大学研究紀要 第 19号 

 

常磐会学園大学研究紀要 第 19号 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

研究演奏発表 

『サウンドミュージック』より 

「サウンドミュージック」「エーデルワイス」 

「すべての山に登れ」 

「ふじのやま」「早春譜」「夏は来ぬ」「里の秋」 

  

 共 

 

 

 共 

 

令和元年 8月 

 

 

令和 2年 1月 

 
全国大学音楽教育学会関西地区 
学会令和元年度前期研究会 
 
全国大学音楽教育学会関西地区 
学会令和元年度後期期研究会 

「総合表現演習」科目における実践報告～まとめ～ 

保育表現指導における「卒業制作発表」の実践報

告（1） 

 共 

 共 

令和 2年 3月 

令和 2年 3月 

日本保育者養成教育学会 

日本保育者養成教育学会 

保育表現指導における「卒業制作発表」の実践報

告（2）～授業アンケートより～ 

 共  

  

令和 2年 3月 日本保育者養成教育学会 

社会貢献活動等 

活動内容等 

・全国大学音楽教育学会関西地区学会副会長     

・大阪府立夕陽丘高校同窓会「清香会」役員 

・大阪府立夕陽丘高校音楽科後援会「紫陽会」役員 

・フェリーチェホール 伊藤奈穂美＆瀧本富美惠 Joint Concert2019・11・23(Pf:秋山裕美、丸井理恵） 

・平成 31年度大阪市就学前教育パイロット園所講師 
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職名 教授 氏名 美濃守隆（ミノ モリタカ） 学位 修士（教育学） 

校務分掌 
運営部会 ＦD 委員会 ICT 委員会 将来構想検討委員会 大学評価委員会 ハラスメント防止対策

委員会、学生募集、リメディアル教育検討委員会、 

教育活動 

担当授業科目 

理科  教育の方法・技術  理科教育法 人類と科学 教育実習事前・事後指導（幼・小）   教

職実践演習 総合的な学習の時間の指導 学校における危機管理上の問題(免許更新講習) 

 

その他の活動 

 

 

 

研究活動 

専攻分野 教育方法 教科教育学   

所属学会 日本教育メディア学会、日本教育心理学会、教育システム情報学会、日本理科教育学会 

研究課題 理科教育法の研究  情報教育の内容・方法の研究 教育課程に関する研究 

研究キーワード 自然認識 ICT 教育方法 教材開発 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

理科学習における ICT 活用の可能性に関す

る研究 

単 令和２年３月 常磐会学園大学紀要第 19号 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

平野区ボランティア活動部会 平野みんな食堂ネットワーク運営委員会 大阪市立平野北中学校・平野

小学校学校協議会委員 平野区教育会議委員 
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職名 教授 氏名 向出 佳司（ムカイデケイジ） 学位 修士 

校務分掌  

教育活動 

担当授業科目 カウンセリング実務演習Ⅰ・Ⅱ カウンセリング実務演習 教職入門 教育制度論 教育心理学 

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 臨床心理学 臨床教育学  

所属学会 心理臨床学会 教育心理学会 臨床心理士会 教育行政学会 日本福祉学会 アドラー心理学会 

研究課題 人間の発達段階に応じた人生課題の明確化による発達援助・支援アプローチの臨床教育学的探究 

研究キーワード 学習意欲（モチベーション） 自尊感情（セルフエステーム） 「自尊感情」「復元力」 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

役立つ保育・教育用語集 共 平成 31年４月 大阪教育図書 

保育士試験の要点 共 平成 31年４月 大阪教育図書 

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

復元力ｒｅｓｉｌｉｅｎｃｅの具象化 

－保育者としての表現力の向上を目指して－ 

単 令和元年８月 臨床心理学会・教育振興会（天理大学） 

精神疾患を伴う保護者の心理的支援アプローチ 単 令和元年 10月  

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

自己肯定感を育むファミリーカウンセリン 単 令和元年 10月 帝塚山大学 

非社会性・反社会性に依拠するケースへのリエゾ

ンアプローチ 

単 令和元年 12月 京都外国語大学臨床心理プロジェクト 

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

・奈良県青少年健全育成全体研修会講師 

・三重県民生・主任児童委員研修会講師 

・京都府保護司等臨床心理査定研修会講師 
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職名 准教授 氏名 山崎 徳子（ヤマサキノリコ） 学位 博士（人間・環境学） 

校務分掌 学生部、学生相談室、カウンセリングケア、実習指導室、保健センター、こどもセンター、 

教育活動 

担当授業科目 
保育の心理学Ⅰ、保育の心理学Ⅱ、特別支援教育論、保育相談支援、保育実習指導Ⅰ、保育実習Ⅰ 

 

その他の活動 
ボランティアサークル 自治会担当 

 

研究活動 

専攻分野 発達心理学、保育学  

所属学会 保育学会、発達心理学会、質的心理学会 

研究課題 子どもの自己の形成、発達障害がある子どもの自己の形成  発達相談を通した子育て支援 

研究キーワード  自閉症 自己の形成 関係発達 間主観性 発達障害 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

保育実習に「エピソード記述」を活かすⅠ 共同 2020/3 常磐会学園大学研究紀要 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

保育実習に「エピソード記述」を活かすⅠ 単独 2019/5 ポスター発表 日本保育学会 

自閉症のある子どもの子育てに「家族の流儀」は 

どのように影響するのか(6) 

共同 2020/3 ラウンドテーブル 話題提供 

日本発達心理学会 

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

 

通年   和歌山県橋本市図書館協議会委員 

NPO法人アサヒキャンプ 理事 

堺市 早期発達相談員 

常磐会短期大学付属いずみがおか園 キンダ―カウンセリング 

 

11月 大阪市 平野みんな食堂まつり フォーラム「これからのみんなの居場所づくり」パネリスト   

3月 大阪市 平野みんな食堂ネットワーク シンポジウム コメンテーター 
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職名 准教授 氏名 山本 元子（ヤマモト モトコ） 学位 修士（文学） 

校務分掌 教務部  海外研修  入試問題作成委員 

教育活動 

担当授業科目 
英語Ⅰ・Ⅱ  小学校英語科授業実践(小学校英語)Ⅰ・Ⅱ  グローバル教育概論  英語音声学 

中学教科教育法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ  異文化間コミュニケーション   教育実習事前・事後指導（中学） 

その他の活動 
常磐会学園・平野区共催 英語講座講師 

大阪市教育振興基本計画グローバル事業 指導講師（英語関連） 

研究活動 

専攻分野 英語教育学、英語学  

所属学会 日本教育学会、大学英語教育学会、関西英語教育学会、英語教育総合学会  

研究課題 
・小学校で英語を指導する教員を対象とした効果的な研修の構築と実践はどうあるべきか 

・教員養成系大学における国際理解教育のあり方について  ・日本と韓国の英語教育比較 

研究キーワード 国際比較（日韓の英語教育）、小学校英語、中学校英語教育、小・中連携、教員研修、国際理解教育 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

英語の辞書使用について :  

学校での指導、および、訳語の視点より 

英語学論説資料 第 52号 

単 

令和元年 3月 論説資料保存会 

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

名詞の単数形・複数形の選択に関する一考察 

―実例を通して― 

単 令和 2年 3月 常磐会学園大学研究紀要 第 20号 

韓国大邱市 英語教員支援計画に関する一考察 

－指導力向上への取り組みを通して－ 

共 令和元年 8月 日本教育学会 第 78回大会 HP  

Web 資料載録 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

韓国大邱市 英語教員支援計画に関する一考察 

－指導力向上への取り組みを通して－ 

 共 令和元年 8月 日本教育学会 第 78回大会 

於：東京大学・学習院大学 

社会貢献活動等 

活動内容等 

・英語教育研究団体 ATELAS 事務局長  

・NPO小学校教員の英語力を伸ばす会 事務局長  

・大学英語教育学会 関西支部海外の外国語教育研究会会員 

・常磐会学園教育センター公開講座講師   

・常磐会学園幼稚園教諭免許状更新講習講師 

・高校生対象出張講座講師 （対象：大阪府立高校等） 

・大阪市学力アップサポート事業 教員対象指導講師 
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職名 教授 氏名 吉田 健（ヨシダ ケン） 学位 修士（人間科学） 

校務分掌 運営部会  教務部部長  FD委員会  ICT委員会  大学評価委員会  将来構想検討委員会 

教育活動 

担当授業科目 
情報メディア論  情報モラルと情報セキュリティ  情報社会と倫理  チャレンジ講座 

学校 ICT活用  保育の ICT活用 

その他の活動 

 

 

 

研究活動 

専攻分野 教育工学  

所属学会 日本教育工学会、日本科学教育学会 

研究課題 学習者の能動的な学習を引き出す学習メディアの活用 

研究キーワード 能動的学修、メディア、情報リテラシー 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

・箕面市立北小学校校区青少年を守る会運営委員 
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45 
 

 

 

 

 

Ⅲ 授業評価 
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１．授業アンケートの概要と結果 
  
本学の自己点検・評価の一環として、教員が自身の教授技術の向上、及び担当する授業の改善に資するため

に学生による授業評価をアンケート調査で行っている。授業アンケートの対象となっているのは、本学で開講

されている全ての授業である。しかし、実習系の授業や複数教員が共同で行っている授業の一部、及び、出席

者数 10名未満のクラスは実施していない。出席者数 10 名未満のクラスで実施しない理由は、人数が少ないと

学生の匿名性が保証されず、アンケートの回答に影響する恐れがあるからである。 

 質問項目はすべての授業で共通となっている（表 1）。 

表 1：アンケートの質問項目 

質問項目 
そう思う 

やや 

そう思う 

あまり 

そう思わない 
そう思わない 

4 3 2 1 

Ａ．あなた自身について     

(１) 毎回の授業に熱心に取り組んだ。 4 3 2 1 

(２) 毎回の授業に対して予習・復習を心がけた。 4 3 2 1 

(３) 自ら発言や質問をするなど、積極的に授業に参加した。 4 3 2 1 

(４) 授業を受講して、新しい知識・技能を得た。 4 3 2 1 

(５) 将来に、学習した成果を活かすことが出来る。 4 3 2 1 

Ｂ． この授業について     

(６) 授業は興味や関心のもてる内容だった。 4 3 2 1 

(７) 授業の難易度や進行のスピードは適切だった。 4 3 2 1 

(８) テキストやプリント、映像資料等、教材の使い方が効果的だった。 4 3 2 1 

(９) 教員は授業開始時刻や終了時刻をきちんと守っていた。 4 3 2 1 

(10) 教員は意見の発表など学生の参加を促していた。 4 3 2 1 

(11) 教員は私語などで授業を妨げる行為に適切に対応していた。 4 3 2 1 

(12) 総合的に、満足のいく授業だった。 4 3 2 1 

 
 回答の選択肢については尺度を 4 段階（④そう思う③ややそう思う②あまりそう思わない①そう思わない）

としている。集計は専門の業者で行い、結果は学生への成績発表後に教員に示される。また、自由記述の項目

として、「1．授業の良かったところ」「2．改善して欲しいところ」の 2 項目を設定しており、その結果は集約

され全て教員に提示される。 

 学生への結果の公表は、アンケート結果とともに各教員が授業改善の具体的な方法などをコメントとして掲

示する方法を採っている。また、さらにアンケートや授業改善についての意見を研究部で集約している。 

 

 授業アンケートは、春期は７月８日（月）～19 日（金）、秋期は１月６日（月）～20 日（月）に実施した。 

 回答者数について、のべ人数で春期は 3746 名、秋期は 3885名で、合計で 7631 名となっている。 
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学生による授業評価アンケート 
令和元年度  春期                        各問の平均         

４ そう思う ３ ややそう思う ２ あまり思わない １ 思わない           （４点満点） 

 
 

 
 

1893

1287

1541

1929

1939

1826

1769

1787

2155

1961

1854

1826

1638

1719

1665

1542

1545

1547

1549

1491

1378

1458

1575

1530

184

614

478

220

206

282

318

337

141

247

240

273

29

123

59

53

50

89

104

128

65

77

75

109

2

3

3

2

6

2

6

3

7

3

2

8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．毎回の授業に熱心に取り組んだ。

2．毎回の授業に対して予習・復習を心がけた。

3．自ら発言や質問をするなど、積極的に授業に

参加した。

4．授業を受講して、新しい知識・技能を得た。

5．将来に学習した成果を活かすことが出来る。

6．授業は興味や関心のもてる内容だった。

7．授業の難易度や進行のスピードは適切だっ

た。

8．テキストやプリント、映像資料等、教材の使い

方が効果的だった。

9．教員は授業開始時刻や終了時刻をきちんと

守っていた。

10．教員は意見の発表など学生の参加を促して

いた。

11．教員は私語などで授業を妨げる行為に適切

に対応していた。

12．総合的に、満足のいく授業だった。

4点 3点 2点 1点 無回答

1

2

3

4

6.興味・関心の

もてる内容

7.難易度や進

行スピード

8.教材の使い

方

9.開始時刻・

終了時刻
10.参加の促し

11.私語などへ

の

対応

12.総合満足度

Ｂ．この授業について
分類
全体

 今年 前年 

1 3.44 3.35 

2 3.11 3.01 

3 3.25 3.13 

4 3.43 3.32 

5 3.44 3.34 

6 3.36 3.26 

7 3.33 3.20 

8 3.32 3.21 

9 3.50 3.38 

10 3.42 3.30 

11 3.39 3.26 

12 3.36 3.26 

1

2

3

4

1.熱心に取り

組んだ

2.予習・復習

3.積極的に参加
4.新しい知識・

技能

5.学習した成果

を

活かす

Ａ．学生自身について
分類
全体
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学生による授業評価アンケート 
令和元年度 秋期                            各問の平均 
       ４ そう思う ３ ややそう思う ２ あまり思わない １ 思わない            （４点満点）                                                                              

 
 

 
 

1749

1174

1459

1817

1883

1699

1659

1644

2059

1876

1781

1749

1935

1907

1897

1794

1721

1781

1773

1753

1588

1665

1763

1746

169

644

445

211

214

303

344

365

163

267

260

278

24

153

74

53

50

93

97

110

62

64

68

101

8

7

10

10

17

9

12

13

13

13

13

11

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．毎回の授業に熱心に取り組んだ。

2．毎回の授業に対して予習・復習を心がけた。

3．自ら発言や質問をするなど、積極的に授業に

参加した。

4．授業を受講して、新しい知識・技能を得た。

5．将来に学習した成果を活かすことが出来る。

6．授業は興味や関心のもてる内容だった。

7．授業の難易度や進行のスピードは適切だっ

た。

8．テキストやプリント、映像資料等、教材の使い

方が効果的だった。

9．教員は授業開始時刻や終了時刻をきちんと

守っていた。

10．教員は意見の発表など学生の参加を促して

いた。

11．教員は私語などで授業を妨げる行為に適切

に対応していた。

12．総合的に、満足のいく授業だった。

4点 3点 2点 1点 無回答

1

2

3

4

1.熱心に取り

組んだ

2.予習・復習

3.積極的に参

加

4.新しい知識・

技能

5.学習した成果

を

活かす

Ａ．学生自身について
分類
全体

1

2

3

4

6.興味・関心の

もてる内容

7.難易度や進

行スピード

8.教材の使い

方

9.開始時刻・

終了時刻
10.参加の促し

11.私語などへ

の…

12.総合満足度

Ｂ．この授業について
分類
全体

 今年 前年 

1 3.40  3.38 

2 3.06 3.07 

3 3.22 3.17 

4 3.39 3.37 

5 3.41 3.37 

6 3.31 3.29 

7 3.29  3.24 

8 3.27 3.26 

9 3.46 3.42 

10 3.38  3.34 

11 3.36 3.31 

12 3.33  3.30 
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２．授業アンケート結果の分析 
今年度も、「春期」はすべての項目で、「秋期」ともにほとんどの項目で前年度の評価を上回る結果が出てい

る。秋期に、唯一評価が下がったのは「２.（学生自身の自己評価）毎回の授業に対して予習・復習を心掛け

た」の項目で、それも「0.01」の低下である。そして、ほとんどの項目において「④そう思う」「③ややそう

思う」という肯定的な回答が９割前後を占めている。これは、かなり高い評価と言える。また、昨年度は評価

結果がすべて前年度を上回っており、さらにそこからの向上でもある。学生と教員の努力が反映されている結

果と言える。 

全ての項目の中で一番評価点が高かったのは、「9. 教員は授業開始時刻や終了時刻をきちんと守っていた」

である。この項目は、毎年一番高い項目であるが、継続して上昇してきたのが一昨年度に下がり、それまでの

４年間の中で一番低い評価となっていた。昨年度は、再び評価が上昇し、今年も全ての項目の中で一番高い評

価を得ている。学習内容と時間を十分に確保するためにも、授業開始時刻や終了時刻の厳守は各教員が意識す

れば確実に実行できることであり、今後もぜひ厳格な実施を心掛けていきたい。 

もちろん時間だけを確保しても内容が伴わなければ、本末転倒と言える。しかし、２番目に高い評価を得て

いるのが「5．将来に学習した成果を活かすことが出来る」である。特に、本学が中心に据える保育や教育の

分野においては、学びを将来に活かすという「実学」の要素が非常に大切だと考えられる。その中で「将来に

生かせる」と、学生が感じる授業内容を提供できているというのは極めて重要なことである。安心することな

く、さらなる授業内容の向上に努めたい。 

次に評価の高いのは、「10. 教員は意見の発表など学生の参加を促していた」である。これも、毎年高い評

価を受ける中で、春期・秋期ともに評価が前年より上昇している。肯定的な回答が９割を占めており、参加型

授業のための研修や公開授業の取り組みなどが功を奏して、教員は授業にアクティブラーニングを取り入れた

りしながら参加体験型の授業を実践しようとしていることがうかがわれる。 

教員のこの姿勢が、学生の学習態度にもよい影響を与えている。それが、「学生自身について」の項目の「3．

自ら発言や質問をするなど、積極的に授業に参加した」の自己評価の上昇につながっていると考えられるから

だ。この項目は、肯定的な回答がずっと８割程度にとどまってきた。学習への取り組みに対して、やや受け身

の姿勢であったり消極的である面が一部の学生に見られる傾向があった。しかし、この項目も過去４年間の経

年変化を見るとずっと上昇を続けており、さらに今年度も昨年度に続いて春期・秋期ともに「学生自身につい

て」の項目の中で一番の上昇をしている。アクティブラーニングを取り入れていくための現状の努力を継続す

ることが大切だと感じる。そして、今後も学生が主体的に授業に参加できるような授業展開を全学的に展開し

ていきたい。 

学生自身の学習に対する自己評価の５項目のうち、「④そう思う」「③ややそう思う」という肯定的な回答が

一番低いのが、「2．毎回の授業に対して予習・復習を心がけた」の項目である。肯定的な回答が８割程度にと

どまっている。しかし、過去６年間の経年変化（５年前から４項目選択・４点満点評価になった。それまでは、

「どちらでもない」という項目を含めて５項目選択であり、５点満点評価であった。）を見てみると、ずっと

上昇を続けてきたのがこの項目であった。しかし、今年度の結果の中で、唯一秋期に前年より低下した項目で

もある。ここからは、自主的に意欲的に取り組むことへの学生自身の弱さも見える。次回の学習内容を予告し

意識させるとともに、積極的に課題を提示することでさらなる家庭学習の充実をはかるなど、現状の努力を継

続することが大切だと感じる。  

その他の学生自身の学習に対する自己評価の２項目「1．毎回の授業に熱心に取り組んだ」「5. 授業を受講
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して、新しい知識・技能を得た」については、全て肯定的な回答が９割を大きく超えているのは評価できる。

特に 5 の項目については前述の４の項目と合わせて、「授業をしっかり受講することによって、将来の現場で

生かせる知識や技能を身に付けることができる」とほとんどの学生が感じていると言える。保育士や幼児教

育・学校教育の教員を育てる大学として、あるべき教育が実践できていると考え、今後の努力のための大きな

原動力にしたい。 

 また、年間を通じた春期から秋期の全体的な変化としては、評価が全て低下している。これまでも積極的な

肯定を表す「④そう思う」が秋期に減少し、「③ややそう思う」という消極的な肯定に数が流れる傾向があっ

た。同時に、幾つかの項目では秋期になると否定的な回答も若干増える結果となっていた。秋期になると、学

生の中で授業に対する新鮮な気持ちが薄れるためか、意欲や取り組む姿勢の低下が感じられた。 

 しかし、一昨年度は春期から秋期に各項目で「④そう思う」はあまり変化しなくなり、「③ややそう思う」

が増えて「②あまり思わない」が減り、結果としてほとんどの項目で平均点の上昇が見られた。さらに、昨年

度は春期から秋期にかけて、全ての項目で平均点が上昇した。授業内容に関してだけでなく、学生自身の学習

態度への自己評価の項目も全て上昇していた。数字を見る限り、春期から秋期に向けての意欲や取り組む姿勢

も向上していたと評価できた。それが、今年度の秋期は昨年度の秋期よりは上昇したものの、春期より全ての

項目で評価が下降するという以前の状態に戻ったのは残念である。気を引き締めて、再度授業の質の向上を強

く意識したい。 

 

３．教員のコメントから見える、今後の授業改善について 

 授業アンケートの評価の対象となった本学専任教員からは、授業アンケートの結果について学生に対しての

コメントや授業改善に向けての具体的な方法などが公開されている。 

 その中から、今年度もさらに上昇している授業評価「10. 教員は意見の発表など学生の参加を促していた」

につながる「参加体験型の授業づくり」にかかわる教員のコメントや、積極的な授業改善の具体的な工夫に関

するコメントを挙げてみる。 

・どの講義回においても何らかの演習（個人ワーク・グループワーク）を行い、それぞれの受講生が考え、

理解を深める機会を作るよう努めたつもりです。（中略）アンケートの自由記述ではロールプレイや事例

検討を評価するコメントをもらっています。 

・昨年度から新しい試みとして実技の時間にグループで検討する・考える時間を取り入れる試みをおこない

ました。 

・高校まで体験したことのない授業形態にたいへん、興味をもってくれたこと、さらに、学生がプレゼンテ

ーションを通して学んだこと、研究したことを子どもたちにも「教える」という指導を実際に体験して、

聞いてくれた学生に通じていることがたいへん自信につながったと考える。 

・授業内容自体は、知識理解が中心となる学習であり、どちらかというと教師主導の学習になりがちである。

その中で、対話的で協同的な学習の工夫を行い、できるだけ受け身で知識だけの表面的な理解にならない

ように学生相互の対話活動や活動的な学習内容になるように工夫した。 

・実際に授業の流れや課題の設定の仕方、振り返りの仕方など、より実践的な内容の演習や、実際の教室で

起こりえる状況を想定しての場面指導も行った。また、現役の小学校教頭先生を招いての出前授業なども、

とても学生から好評であった。 

・授業で扱う事例はすべて私が実際に保育園の臨床の場で出会ったものを基にしており、グループワークを
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評価してくれる声は多かったです。しかし、これから君たちが出会う人々は個別・具体のそれぞれの生を

生きている人ですから、全く同じことをしてフィットするかどうかはわかりません。まず「構え」を整え、

保育観、こども観を磨きながら自分の経験値で本物にしていってください。 

・個人による情報収集活動や、グループで実際に小学校や幼稚園保育園などに出向いての聞き取り調査、現

役の幼稚園の園長先生、小学校の教頭先生に来てもらっての現場の話などいろいろな方向性からアプロー

チを行ったので、多角的な理解を学生がすることができたと考える。 

・教材づくりを最終的に取り組んでもらいましたが、どのグループもそれぞれのスキルと工夫を活かしたよ

い教材ができていたのではないかと思います。また、レポート課題として教材の改善案をまとめてもらい

ましたが、教材をどのように学習者に使用してもらうのかという視点を身に付けるためには有効な課題だ

ったと感じています。 

模擬授業や発表は、参加体験型授業の重要な取り組みである。それに関して、マンネリ感の生まれる問題や

聞く側の集中力欠如の問題の指摘もある。 

・学生が模擬授業を行っている際に、他の学生がどれだけ自分の参考にしようと思って見られるか、その意

識の向上を図るのは今後の課題である。 

・模擬授業の際に子ども役として、参加する学生の態度に真剣さが足らない部分も見られた。知り合い同士

の同質性の高いグーループではなれ合い関係になってしまい、緊張感が薄いことが原因であると考えられ

る。 

・伝統的な教授スタイルの授業では、教師の説明、指示を学生が一方的に聞くという面があり、学生はある

意味で学習に対して過度に期待しない部分があると思われる。一方で相互交流があり、活動的な学習は、

学生の期待感を増し、学生の意欲を増すが、一方で同じ活動を繰り返すと「飽きられる」面があると感じ

られる。 

発表の時間の集中を持続させるためには、聞く側に聞き手としての課題をしっかり提示することが必要であ

る。「発表する側の視点と聞く側の視点を事前に整理して指示する」「聞く側を評価者として位置づけ、評価用

紙に記入させる」等の指導も有効である。発表や模擬授業の実施のために参考となるコメントもいくつか見ら

れた。 

・検討会では発表者の学生に敬意を払い、すべての学生が真剣に取り組む雰囲気がありました。勤勉で仲良

く、実習を共に頑張ってきた…という同士愛というようなものがあったことを教員は感じておりました。 

・他の授業との合同発表会（16 回目に実施）を行ったが、異学年異教科との合同発表という事で「見られ

る」という意識が完成度を高め、達成感を得られたとも考えられる。 

取り組みの中での、「仲間意識」「一緒に授業の学びを深めていく気持ち」の大切さが改めて実感される。 

参加体験型のワーク等をたくさん取り入れる場合、教員自身がその取り組みのねらいや授業の中での位置づ

けを明確にしておくことが前提となる。その上で、いろいろな取り組みの「つながり」「ねらい」を学生にも

理解し整理させるために、まとめのふりかえりが重要となる。そして、教員には常に授業内容の根底に流れる

一貫したテーマを明確に意識しておくことが求められる。 

授業アンケートという授業評価の問題にかかわるコメントも見られた。 

・学生が学びの主体として授業を捉えているか、それともサービスとして考え、教員をサービスの提供者と

してとらえているかによって、その「評価」者の質は変わってきます。学生の授業評価の中には単なる直

観に基づく印象によるものが少なくない気がします。 
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・この評価の数字は、受講している学年、授業の内容、必修か選択科目か、受講人数や、先生が専任か非常

勤か、先生の成績のつけ方、先生との個人的な相性などによって、大きく左右されます。なので、他の教

員との他の授業を数字で比較することは意味があるのかは疑問です。 

確かに、学生に甘い姿勢で迎合したりする授業の場合にも学生の評価が甘くなることはあり得る。ただ、「授

業規律が乱れていて、良い学習環境が保証されていない」「楽なだけで、学ぶことの意義が感じられない」よ

うな授業に対しては、学生から厳しい評価がされると考えられる。また、教員自身が自分の授業にどういう自

負を持ち自分の授業評価にどういう意味があるかを、一番理解できるはずである。当然、高ければすべてよし

ということではない。授業規律をきちんと指導することは大切だ。たとえ厳しくても指導の意義が学生に理解

されていれば、それだけで評価が下がるということはないと信じたい。実際、学生の自由記述の中には、「先

生は厳しいところもありますが、それ以上に人の心を大切にしています」と書かれていたものもあった。「厳

しさ」が目標でなく、その向うにある「豊かな学びの環境」を生み出す手段であることを学生に理解されるこ

とが、難しくはあるけれど重要である。 

また、教員のコメントに書かれているように、「ほかの教員と比較するのでなく」、以前の自分への評価と比

較してふりかえることが有効だと思われる。 

それから、評価の数字以上に授業改善の具体的な参考になるのは、学生の自由記述である。それについての

教員からのコメントもいくつかあった。 

・受講生にもう少し自由記述を書いてほしいと思っています。予習・復習の項目が低いことについてはどの

ように対応したものか、悩ましいです。 

 ・十分な時間と説明をしたのですが、自由記述の記入が少なかったです。毎年あるのですが、「おもしろく

なかった」のような記述があり、どのようなところが、授業の内容を理解しての受講なのか、少し対応が

難しい事もあります。改善する内容を具体的に書く指導も継続的にお願いします。 

 自由記述については、非常にたくさんの学生から書かれている教員も何人かいる。時間確保とさらなる促し

の工夫により、具体的で参考になる指摘や意見をこれからも引き出してもらいたい。その内容も貴重な糧とし

ながら、決められた授業時間の確保と規律のある授業環境の提供を基本に、その上で「学びがある」「将来に

生かせる」と学生が感じる授業づくりを大学全体で進めたい。 
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Ⅳ キャンパスライフの調査 
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 「キャンパスライフに関する調査」は、本学に在学している学生の学生生活に対する満足度を図り、要望な

どを知ることを目的に毎年 1 回実施している。  

 本年度も全学生を対象に、12月 11日（水）～18日（水）の期間で「キャンパスライフに関するアンケート」

を行った。アンケートの構成は「1．今年度の授業科目、カリキュラムや履修登録について」「2．本学での学

生生活について」「3．本学の施設・設備について」「4．本学の好きなところ、満足なところ」となっている。

「1．」～「3．」は「あてはまる」～「あてはまらない」を「④」「③」「②」「①」の 4 段階の選択肢を選ぶ形

式の質問と、それぞれに関する要望について書く自由記述形式の質問を用意している。また「4．」は自由記述

形式の質問でのみ構成している。 

 回答者数は 1 回生 73名、2回生 77名、3回生 96名、4 回生 99名、合計 345名となっている。 

 このアンケートの結果については集計後全教職員に対して示され、各部署で関係する箇所のデータを分析し、

業務に生かすように活用されている。また、学生にも結果の概要について印刷して全員に配布している。 

 

１．今年度の授業科目、カリキュラムや履修登録について 

 この項目では今年度の授業科目、カリキュラムや履修登録について尋ねている。質問項目は以下に示すよう

になっている。 

 

(1) 学生参加形式の授業が多かった。 

(2) 予習や復習が必要な授業が多かった。 

(3) 方法や技術に工夫をしている授業や教員が多かった。 

(4) 興味や関心を持てる授業が多く設定されていた。 

(5) 計画的な履修が可能となるような時間割だった。 

(6) 履修登録は円滑な手続きができた。 

 
 結果は次に示す表のようになった。今年度の回答数が左に、昨年度の回答数が右に示されている。 

各設問の選択肢 （ ④そう思う ③まあそう思う ②あまり思わない ①思わない ） 

①学生参加形式の授業が多かった 
＜今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ①  
全体（３４０名） 107 197 33 3 全体（351 名） 

 

109 213 27 2 

 31.5% 57.9% 9.7% 0.9%   31.1% 60.7% 7.7% 0.6% 

1 回生（７３名） 33 32 6 2 1 回生（82 名） 28 45 7 2 

 45.2% 43.8% 8.2% 2.7%   34.1% 54.9% 8.5% 2.4% 

2 回生（７４名） 18 46 10 0 2 回生（81 名） 18 58 5 0 

 24.3% 62.2% 13.5% 0.0%   22.2% 71.6% 6.2% 0.0% 

3 回生（９４名） 28 59 7 0 

 

3 回生（103 名） 38 57 8 0 

 29.8% 62.8% 7.4% 0.0%   36.9% 55.3% 7.8% 0.0% 

4 回生（９９名） 28 60 10 1 4 回生（85 名） 25 53 7 0 

 28.3% 60.6% 10.1% 1.0%   29.4% 62.4% 8.2% 0.0% 

②  予習や復習が必要な授業が多かった 
＜今年度＞ ④ ③ ② ①  <昨年度＞ ④ ③ ①  ①  
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全体（３４２名） 41 149 133 19 全体（353 名） 36 160 144 13 

  12.0% 43.6% 38.9% 5.6%   10.2% 45.3% 40.8% 3.7% 

1 回生（７３名） 9 22 40 2 1 回生（82 名） 3 41 36 2 

  12.3% 30.1% 54.8% 2.7%   3.7% 50.0% 43.9% 2.4% 

2 回生（７７名） 8 28 36 5 2 回生（81 名） 10 30 39 2 

  10.4% 36.4% 46.8% 6.5%   12.3% 37.0% 48.1% 2.5% 

3 回生（９５名） 17 44 30 4 3 回生（104 名） 12 59 30 3 

  17.9% 46.3% 31.6% 4.2%   11.5% 56.7% 28.8% 2.9% 

4 回生（９７名） 7 55 27 8 4 回生（86 名） 11 30 39 6 

  7.2% 56.7% 27.8% 8.2%   12.8% 34.9% 45.3% 7.0% 

③ 方法や技術に工夫をしている授業や教員 
＜今年度＞ 

 

④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全体（３３７名） 51 206 72 8 全体（348 名） 39 226 74 9 

  15.1% 61.1% 21.4% 2.4%   11.2% 64.9% 21.3% 2.6% 

1 回生（７３名） 20 38 14 1 1 回生（82 名） 9 57 14 2 

  27.4% 52.1% 19.2% 1.4%   11.0% 69.5% 17.1% 2.4% 

2 回生（７６名） 9 42 23 2 2 回生（81 名） 6 46 26 3 

  11.8% 55.3% 30.3% 2.6%   7.4% 56.8% 32.1% 3.7% 

3 回生（９３名） 13 62 15 3 3 回生（102 名） 14 67 19 2 

  14.0% 66.7% 16.1% 3.2%   13.7% 65.7% 18.6% 2.0% 

4 回生（９５名） 9 64 20 2 4 回生（83 名） 10 56 15 2 

  9.5% 67.4% 21.1% 2.1%   12.0% 67.5% 18.1% 2.4% 

④ 興味や関心を持てる授業が多い 
＜今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全体（３３９名） 52 199 81 7 全体（351 名） 47 214 83 7 

  15.3% 58.7% 23.9% 2.1%   13.4% 61.0% 23.6% 2.0% 

1 回生（７３名） 23 39 11 0 1 回生（82 名） 16 55 10 1 

  31.5% 53.4% 15.1% 0.0%   19.5% 67.1% 12.2% 1.2% 

2 回生（７６名） 9 48 18 1 2 回生（81 名） 7 47 25 2 

  11.8% 63.2% 23.7% 1.3%   8.6% 58.0% 30.9% 2.5% 

3 回生（９３名） 12 51 27 3 3 回生（103 名） 12 59 29 3 

  12.9% 54.8% 29.0% 3.2%   11.7% 57.3% 28.2% 2.9% 

4 回生（９７名） 8 61 25 3 4 回生（85 名） 12 53 19 1 

  8.2% 62.9% 25.8% 3.1%   14.1% 62.4% 22.4% 1.2% 

⑤ 計画的な履修が可能となるような時間割 
＜今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞     
全体（３３９名） 45 166 81 47 全体（354 名） 42 159 118 35 

  13.3% 49.0% 23.9% 13.9%   11.9% 44.9% 33.3% 9.9% 

1 回生（７３名） 18 41 12 2 1 回生（82 名） 13 43 25 1 

  24.7% 56.2% 16.4% 2.7%   15.9% 52.4% 30.5% 1.2% 
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2 回生（７４名） 9 38 18 9 2 回生（82 名） 9 31 34 8 

  12.2% 51.4% 24.3% 12.2%   11.0% 37.8% 41.5% 9.8% 

3 回生（９４名） 10 33 30 21 3 回生（105 名） 9 40 40 16 

  10.6% 35.1% 31.9% 22.3%   8.6% 38.1% 38.1% 15.2% 

4 回生（９８名） 8 54 21 15 4 回生（85 名） 11 45 19 10 

  8.2% 55.1% 21.4% 15.3%   12.9% 52.9% 22.4% 11.8% 

⑥ 履修登録は円滑な手続きができた 
＜今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全体（３３４名） 44 177 83 30 全体（349 名） 49 186 88 26 

  13.2% 53.0% 24.9% 9.0%   14.0% 53.3% 25.2% 7.4% 

1 回生（７３名） 18 43 11 1 1 回生（82 名） 15 46 19 2 

  24.7% 58.9% 15.1% 1.4%   18.3% 56.1% 23.2% 2.4% 

2 回生（７４名） 12 32 19 11 2 回生（80 名） 9 39 25 7 

  16.2% 43.2% 25.7% 14.9%   11.3% 48.8% 31.3% 8.8% 

3 回生（９１名） 4 46 29 12 3 回生（103 名） 10 55 25 13 

  4.4% 50.5% 31.9% 13.2%   9.7% 53.4% 24.3% 12.6% 

4 回生（９６名） 10 56 24 6 4 回生（84 名） 15 46 19 4 

  10.4% 58.3% 25.0% 6.3%   17.9% 54.8% 22.6% 4.8% 

 
 昨年度は、全ての項目において肯定的な回答（「そう思う」「まあそう思う」）の割合が増加したが、今年度

は全体的に横ばいである。中でも、「参加体験（アクティブラーニング）」に係る項目については、「そう思う」

の割合が全体の 30％を超え、肯定的な回答が 89.4％ある。「参加体験型の取り組みを取り入れ、楽しく役に

立つ授業を提供する」という実践ができていると評価できるが、「ただ楽しい」だけでなく「この取り組みで

どういう学びをめざしているのか」を、常に意識した授業づくりをすることが必要である。 

また、「授業の工夫がある」や「興味関心が持てる」等の指導方法などに関する項目について、低い評価の

割合が 25％前後ある。特に、自由記述においては、一部の授業に対して昨年度と同じ内容の具体的な不満も書

かれている。それぞれの教員の授業改善の必要性への自覚と、大学全体での取り組みが求められている。 

時間割や履修登録の項目についても、前回から否定的な回答（「あまり思わない」「思わない」）の割合がア

ンケート全体の中でも極めて多く、今年度の評価も向上していない。学生自身の問題も一部あるとは考えられ

るが、自由記述の内容を見ると、昨年度と同じ内容の不満「何を履修しないといけないのか、とても分かりに

くい」「必修科目が被っていて取りたくても取れなかった」「履修が通らないことが多い」等が書かれており、

改善できることから確実に取り組む必要がある。 
  

２．本学での学生生活について 

この項目では本学での学生生活について尋ねている。質問項目は以下に示すようになっている。 

 

(1) 研究室方式なので、気軽に教員と話し合っている。 

(2) 事務職員の対応に満足している。 

(3) 休講・補講などの情報が分りやすく提供されている。 
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(4) 心身の健康管理のための相談室や保健室は利用しやすい。 

(5) 採用試験対策の講座などのサポート体制が充実している。 

(6) 実習やボランティアなどへの支援体制が充実している。 

 
 結果は次に示す表のようになっている。 

各設問の選択肢 （ ④そう思う ③まあそう思う ②あまり思わない ①思わない ） 

①気軽に教員と話し合っている 

＜今年度＞  ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（３３６名） 211 105 18 2 全体（350 名） 206 123 18 3 

  62.8% 31.3% 5.4% 0.6%   58.9% 35.1% 5.1% 0.9% 

1 回生（７３名） 41 28 3 1 1 回生（82 名） 39 35 8 0 

  56.2% 38.4% 4.1% 1.4%   47.6% 42.7% 9.8% 0.0% 

2 回生（７４名） 33 31 9 1 2 回生（80 名） 34 39 5 2 

  44.6% 41.9% 12.2% 1.4%   42.5% 48.8% 6.3% 2.5% 

3 回生（９５名） 67 25 3 0 3 回生（102 名） 72 27 2 1 

  70.5% 26.3% 3.2% 0.0%   70.6% 26.5% 2.0% 1.0% 

4 回生（９４名） 70 21 3 0 4 回生（86 名） 61 22 3 0 

  74.5% 22.3% 3.2% 0.0%   70.9% 25.6% 3.5% 0.0% 

②事務職員の対応に満足している 

＜今年度＞  ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（３３５名） 93 172 50 20 全体（353 名） 72 184 73 24 

  27.8% 51.3% 14.9% 6.0%   20.4% 52.1% 20.7% 6.8% 

1 回生（７３名） 30 32 10 1 1 回生（82 名） 14 49 17 2 

  41.1% 43.8% 13.7% 1.4%   17.1% 59.8% 20.7% 2.4% 

2 回生（７４名） 18 34 14 8 2 回生（81 名） 12 42 21 6 

  24.3% 45.9% 18.9% 10.8%   14.8% 51.9% 25.9% 7.4% 

3 回生（９４名） 28 51 12 3 3 回生（103 名） 23 56 18 6 

  29.8% 54.3% 12.8% 3.2%   22.3% 54.4% 17.5% 5.8% 

4 回生（９４名） 17 55 14 8 4 回生（87 名） 23 37 17 10 

  18.1% 58.5% 14.9% 8.5%   26.4% 42.5% 19.5% 11.5% 

③休講・補講などの情報が分りやすく提供 

＜今年度＞  ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（３３７名） 66 167 85 19 全体（348 名） 47 161 108 32 

  19.6% 49.6% 25.2% 5.6%   13.5% 46.3% 31.0% 9.2% 

1 回生（７３名） 29 34 8 2 1 回生（82 名） 20 36 23 3 

  39.7% 46.6% 11.0% 2.7%   21.3% 38.3% 24.5% 3.2% 

2 回生（７４名） 7 36 26 5 2 回生（81 名） 5 40 29 7 

  9.5% 48.6% 35.1% 6.8%   6.2% 49.4% 35.8% 8.6% 

3 回生（９６名） 16 42 30 8 3 回生（102 名） 11 44 33 14 

  16.7% 43.8% 31.3% 8.3%   10.8% 43.1% 32.4% 13.7% 
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4 回生（９４名） 14 55 21 4 4 回生（83 名） 11 41 23 8 

  14.9% 58.5% 22.3% 4.3%   13.3% 49.4% 27.7% 9.6% 

④相談室や保健室は利用しやすい 

＜今年度＞  ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（３３８名） 124 175 34 5 全体（350 名） 79 193 64 14 

  36.7% 51.8% 10.1% 1.5%   22.6% 55.1% 18.3% 4.0% 

1 回生（７３名） 31 34 8 0 1 回生（82 名） 19 44 18 1 

  42.5% 46.6% 11.0% 0.0%   23.2% 53.7% 22.0% 1.2% 

2 回生（７４名） 26 41 6 1 2 回生（81 名） 26 42 9 4 

  35.1% 55.4% 8.1% 1.4%   32.1% 51.9% 11.1% 4.9% 

3 回生（９６名） 41 42 11 2 3 回生（103 名） 22 57 22 2 

  42.7% 43.8% 11.5% 2.1%   21.4% 55.3% 21.4% 1.9% 

4 回生（９５名） 26 58 9 2 4 回生（84 名） 12 50 15 7 

  27.4% 61.1% 9.5% 2.1%   14.3% 59.5% 17.9% 8.3% 

⑤採用試験対策のサポート体制が充実 

＜今年度＞  ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（３３５名） 76 198 49 12 全体（350 名） 53 201 85 11 

  22.7% 59.1% 14.6% 3.6%   15.1% 57.4% 24.3% 3.1% 

1 回生（７２名） 27 41 4 0 1 回生（82 名） 17 47 18 0 

  37.5% 56.9% 5.6% 0.0%   20.7% 57.3% 22.0% 0.0% 

2 回生（７４名） 15 42 15 2 2 回生（81 名） 10 43 23 5 

  20.3% 56.8% 20.3% 2.7%   12.3% 53.1% 28.4% 6.2% 

3 回生（９５名） 16 57 16 6 3 回生（102 名） 13 62 25 2 

  16.8% 60.0% 16.8% 6.3%   12.7% 60.8% 24.5% 2.0% 

4 回生（９４名） 18 58 14 4 4 回生（85 名） 13 49 19 4 

  19.1% 61.7% 14.9% 4.3%   15.3% 57.6% 22.4% 4.7% 

⑥実習などへの支援体制が充実 

＜今年度＞  ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（３３４名） 88 189 47 10 全体（345 名） 68 199 68 10 

  26.3% 56.6% 14.1% 3.0%   19.7% 57.7% 19.7% 2.9% 

1 回生（７２名） 27 38 7 0 1 回生（82 名） 21 50 11 0 

  37.5% 52.8% 9.7% 0.0%   25.6% 61.0% 13.4% 0.0% 

2 回生（７４名） 16 44 11 3 2 回生（81 名） 16 47 15 3 

  21.6% 59.5% 14.9% 4.1%   19.8% 58.0% 18.5% 3.7% 

3 回生（９４名） 24 48 19 3 3 回生（102 名） 17 57 25 3 

  25.5% 51.1% 20.2% 3.2%   16.7% 55.9% 24.5% 2.9% 

4 回生（９４名） 21 59 10 4 4 回生（80 名） 14 45 17 4 

  22.3% 62.8% 10.6% 4.3%   17.5% 56.3% 21.3% 5.0% 
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 「気軽に教員と話し合っている」という項目は 94％の学生が肯定しており、アンケート全体の中で毎年一

番評価の高い状態を維持できている。自由記述の内容を見ても、「大学の良いところ、一番は先生。本当に大

学が楽しい」「研究室方式なので先生との距離が近く、話しやすい」「先生が親身になって話を聞いてくれる」

等の声がたくさんあった。 

その他、ほとんどの項目で昨年度に続いてさらに評価が高くなっている。具体的には、「事務職員の対応」「採

用試験対策サポート」「実習支援対策」などの評価が向上している。中でも評価の向上が著しいのは「相談室・

保健室の利用」の項目である。すべて学生に直接かかわる担当者一人一人の努力の結果が反映される項目であ

り、日常的な学生支援の実践がしっかりできていることの表れと思われる。少人数制の良さを生かして、各教

職員がきめ細やかに学生と接していることがうかがわれる。 

 その他、評価は昨年より向上しているものの、まだ他に比べて低いのは「休講・補講などの情報」の項目で

ある。自由記述でも、「休講・補講情報の迅速化（具体的にはメールの活用）の要望」が多く書かれていた。 

 

３．本学の施設・設備について 

この項目では本学での学生生活について尋ねている。質問項目は以下に示すようになっている。 

(1) 図書館の施設・設備に満足している。 

(2) 学生食堂の施設・内容に満足している。 

(3) 講義室には学習に集中できる設備が整っている。 

(4) 友人と過ごしたり、休憩したりするスペースが充実している。 

(5) 自習のためのスペースや環境が整っている。 

(6) ピアノのスキルアップのための施設や設備が整っている。 

 

 結果は次に示す表のようになっている。 

各設問の選択肢 （ ④そう思う ③まあそう思う ②あまり思わない ①思わない ） 

① 図書館の施設・設備に満足している 

 ＜今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（３３０名） 118 165 37 10 全体（353 名） 102 177 61 13 

  35.8% 50.0% 11.2% 3.0%   28.9% 50.1% 17.3% 3.7% 

1 回生（７２名） 31 37 4 0 1 回生（82 名） 27 43 9 3 

  43.1% 51.4% 5.6% 0.0%   32.9% 52.4% 11.0% 3.7% 

2 回生（７４名） 18 38 11 7 2 回生（84 名） 21 48 11 4 

  24.3% 51.4% 14.9% 9.5%   25.0% 57.1% 13.1% 4.8% 

3 回生（９０名） 36 41 12 1 3 回生（103 名） 33 46 23 1 

  40.0% 45.6% 13.3% 1.1%   32.0% 44.7% 22.3% 1.0% 

4 回生（９４名） 33 49 10 2 4 回生（84 名） 21 40 18 5 

  35.1% 52.1% 10.6% 2.1%   25.0% 47.6% 21.4% 6.0% 

② 学生食堂の施設・内容に満足している 

＜今年度＞  ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（３３１名） 86 132 85 28 全体（357 名） 72 149 105 31 

  26.0% 39.9% 25.7% 8.5%   20.2% 41.7% 29.4% 8.7% 
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1 回生（７３名） 35 23 13 2 1 回生（82 名） 21 33 23 5 

  47.9% 31.5% 17.8% 2.7%   25.6% 40.2% 28.0% 6.1% 

2 回生（７４名） 16 28 23 7 

 

2 回生（82 名） 17 34 22 9 

  21.6% 37.8% 31.1% 9.5%   20.7% 41.5% 26.8% 11.0% 

3 回生（８９名） 19 37 21 12 3 回生（101 名） 18 34 37 12 

  21.3% 41.6% 23.6% 13.5%   17.8% 33.7% 36.6% 11.9% 

4 回生（９５名） 16 44 28 7 4 回生（92 名） 16 48 23 5 

  16.8% 46.3% 29.5% 7.4%   17.4% 52.2% 25.0% 5.4% 

③ 講義室には学習に集中できる設備が整う 

＜今年度＞  ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（３３０名） 71 207 47 5 全体（354 名） 60 218 68 8 

  21.5% 62.7% 14.2% 1.5%   16.9% 61.6% 19.2% 2.3% 

1 回生（７２名） 27 39 6 0 1 回生（82 名） 15 57 9 1 

  37.5% 54.2% 8.3% 0.0%   18.3% 69.5% 11.0% 1.2% 

2 回生（７４名） 12 50 11 1 2 回生（82 名） 15 46 19 2 

  16.2% 67.6% 14.9% 1.4%   18.3% 56.1% 23.2% 2.4% 

3 回生（８９名） 17 53 16 3 3 回生（107 名） 20 61 23 3 

  19.1% 59.6% 18.0% 3.4%   18.7% 57.0% 21.5% 2.8% 

4 回生（９５名） 15 65 14 1 4 回生（83 名） 10 54 17 2 

  18.1% 78.3% 16.9% 1.2%   12.0% 65.1% 20.5% 2.4% 

④ 休憩したりするスペースが充実 

＜今年度＞  ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（３３２名） 102 176 46 8 全体（348 名） 100 177 60 11 

  30.7% 53.0% 13.9% 2.4%   28.7% 50.9% 17.2% 3.2% 

1 回生（７４名） 32 32 8 2 1 回生（82 名） 33 34 13 2 

  43.2% 43.2% 10.8% 2.7%   40.2% 41.5% 15.9% 2.4% 

2 回生（７４名） 18 41 12 3 2 回生（83 名） 24 44 12 3 

  24.3% 55.4% 16.2% 4.1%   28.9% 53.0% 14.5% 3.6% 

3 回生（８９名） 27 44 15 3 3 回生（102 名） 25 51 21 5 

  30.3% 49.4% 16.9% 3.4%   24.5% 50.0% 20.6% 4.9% 

4 回生（９５名） 25 59 11 0 4 回生（81 名） 18 48 14 1 

  30.9% 72.8% 13.6% 0.0%   22.2% 59.3% 17.3% 1.2% 

⑤ 自習のためのスペースや環境が整っている 

＜今年度＞  ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（３２７名） 95 192 36 4 全体（348 名） 83 191 62 12 

  29.1% 58.7% 11.0% 1.2%   23.9% 54.9% 17.8% 3.4% 

1 回生（７３名） 30 38 5 0 1 回生（82 名） 30 38 12 2 

  41.1% 52.1% 6.8% 0.0%   36.6% 46.3% 14.6% 2.4% 

2 回生（７４名） 21 41 11 1 2 回生（83 名） 22 46 14 1 

  28.4% 55.4% 14.9% 1.4%   26.5% 55.4% 16.9% 1.2% 
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3 回生（８５名） 23 48 12 2 3 回生（101 名） 19 55 24 3 

  27.1% 56.5% 14.1% 2.4%   18.8% 54.5% 23.8% 3.0% 

4 回生（９５名） 21 65 8 1 4 回生（82 名） 12 52 12 6 

  22.1% 68.4% 8.4% 1.1%   14.6% 63.4% 14.6% 7.3% 

⑥ ピアノのスキルアップのための施設や設備 

＜今年度＞  ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（３２４名） 132 156 34 2 全体（350 名） 118 184 40 8 

  40.7% 48.1% 10.5% 0.6%   33.7% 52.6% 11.4% 2.3% 

1 回生（７２名） 43 28 1 0 1 回生（82 名） 43 36 2 0 

  59.7% 38.9% 1.4% 0.0%   52.4% 43.9% 2.4% 0.0% 

2 回生（７４名） 30 29 14 1 2 回生（82 名） 31 41 6 4 

  40.5% 39.2% 18.9% 1.4%   37.8% 50.0% 7.3% 4.9% 

3 回生（８４名） 28 43 13 0 3 回生（103 名） 23 62 16 2 

  33.3% 51.2% 15.5% 0.0%   22.3% 60.2% 15.5% 1.9% 

4 回生（９４名） 31 56 6 1 4 回生（84 名） 21 45 16 2 

  33.0% 59.6% 6.4% 1.1%   25.0% 53.6% 19.0% 2.4% 

 
 施設や設備については肯定的な回答が多くの項目で 85％～90％程度あり、「思わない」という強い否定も非

常に少ない。昨年度から、施設・設備に関しては 3号館の完成により肯定的な回答が増え、学生の満足度は高

いと言える。かつての本学の課題の一つであった施設設備の充実が進み、今年度その活用がさらに進んでいる

ことが反映していると思われる。 

その中で「学生食堂の施設・内容」への満足度が 65％程度で、施設設備の中でとびぬけて低い。自由記述で

は、具体的にいろいろな不満が述べられている。それは、昨年度と同様のものが多く、メニュー等の営業形態

に関して業者の方への要望や話し合い等の必要があるとともに、大学としての検討も必要である。 

 自由記述では、「wi- fi の要望」「パソコンの要望」が多くみられた。他には、「図書館が短大にある」「食堂

の規模が小さい」等が書かれていた。本学は小規模大学なので、その良さもあるもののスペース等の関係です

ぐに対応できないこともある。一つひとつについて、状況を丁寧に説明をするとともに、対応できる部分から

改善に努める必要がある。 

 

４．その他、本学のいいところ等の自由記述 

 ここでは自由記述で、「その他、本学のいいところ等」について聞いている。 

記述内容では、「教員との関係、話しやすさ、距離の近さ」「少人数制の良さ」「友人・先輩後輩との良好な

人間関係」について多くの学生が評価し満足していることがわかる。 

本学が「小規模」な大学ゆえの「少人数制」をうまく活かした人的・物的環境を作り、学生生活の充実を図

っていることが実っていると感じる。また、教職員だけでなく、警備の方、清掃担当の方、食堂の従業員の方

等学生にかかわる多くの人の柔らかい雰囲気の中で「居心地よく」学べる環境が作られているとも感じること

ができる。 

最後に、何人かの学生の声を引用しておきたい。 

「いつも学内がきれいです。掃除をしてくれている方、ありがとうございます。」 
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「少人数制やからいろんな人と仲良くなれる。先輩や先生との距離が近い！！先生からも名前と顔を覚えて

もらいやすい。」 

「規模が小さいのは良いことだと思う。毎日だいたい会う人も同じで、教授たちとの距離が近い。規模が大

きくて毎日新しい出会いがあるのも良いが、どちらも個性があって良い。」 

「困ったときや進路についてなど、相談事を教員と話しやすい。こちらから話さなくても、出会い頭に声を

かけて一人ひとり学生に話しかけてくれるところ。たわいない世間話でも嬉しい。」 

「先生方、皆さん優しくてすごく大好きです。気になったこととか相談したら親身になって聞いてくださり、

本当に感謝しています。」 
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お わ り に 
 
 
 大学のポータルサイト「トキガクポータル」の改善も進み、学生にとって施設・設備面の利便性は確実に向

上しています。令和元年度には、学生の要望にさらにきめ細やかに応えることと、学生の進路希望の実現を後

押しできる進路支援の充実と教育活動の中心となる授業内容の改善に取り組みました。具体的な成果としては、

公立幼稚園・保育園をめざした学生のほとんどが合格を勝ち得たことや、授業アンケートの継続的な評価の向

上など目に見える形での結果を出せています。同時に、履修や情報提供のあり方等に関する学生の要望もあり

ます。今後も引き続き、本学が求められている課題を直視しながら、充実した研究活動と深く実践的な学びを

提供できる教育活動を実現するために、大学として進化し続けることを目指します。そのために、この自己点

検・評価の取り組みが大きな力となるものと考えます。 

 
 終わりになりましたが、本誌発刊に際し、各部署の責任者の方々、研究部の皆さんのご尽力に対し感謝を申

し上げます。 

                         研究部長  佐谷 力 

 

 

 
＜編集委員（敬称略）＞ 
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